
国土づくりの
これまでと

これから

戦
後
80
年
、

２～５面 国土づくり、産業政策、プロジェクト、技術
6面 インタビュー 東京大学大学院工学系研究科教授（景観論・土木デザイン）　中井祐氏
  東京科学大学博物館副館長・教授（建築史）　山﨑鯛介氏

８～９面 戦後１００年を見据えた将来予測・分析
１０～１２面 建設業の担い手確保
１３～１６面 持続可能な社会の実現
１７面 インタビュー　政策研究大学院大学特別教授　家田仁氏

７面 社会基盤マネジメント研究所代表理事　木下誠也氏
インタビュー
１８面 フリーライター　平沼義之さん

　戦後80年、日本は焼け野原から驚異的な復興を遂げ、世界有
数の経済大国へと成長した。建設産業はそうした歩みを支え国
土づくりの一翼を担ってきた。インフラ整備、高度経済成長期
の都市開発、災害復旧など果たした役割は計り知れない。
　人口減少や気候変動といった新たな課題に直面し、持続可能
な社会を築くため転換期のただ中にもある。再生可能エネルギー
の導入、老朽化インフラの更新、地域の防災力強化など課題は
枚挙にいとまがなく、建設産業の役割はますます重要になる。
これからの国土づくりは人と自然が共生し、誰もが安心して暮
らせる社会の実現に向けた挑戦といえる。建設産業はその最前
線で未来を切り開く重責を担い続ける。

国土づくりの
これまでと

これから

戦
後
80
年
、

2025
暑中特集

キーマンに聞く

戦後８０年 れ ま でこ れ ま で
戦後８０年 こ れれ かか ら

（１） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部



これまで

戦後年を振り返る

■　国土づくり

都
市
と
地
域
の
変
遷

社
会
・
災
害
史
で
た
ど
る

（２）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

社会史・災害史

1947年 日本国憲法施行

1948年 建設省設置

1954年 洞 丸事故（青函トンネル建設のきっかけ）

1959年 伊勢湾台風襲来

1964年 東京オリンピック開催

1970年 大阪万博開催

1973年 第１次オイルショック

1978年 第２次オイルショック

1983年 日本海中部地震

 三宅島大噴火

1986年 三原山大噴火（209年ぶり）

 バブル景気始まる（～91年）

1991年 雲仙普賢岳で大火砕流

1995年 阪神・淡路大震災

2001年 国土交通省発足

2004年 新潟県中越地震

2005年 道路４公団民営化

2008年 リーマンショック

2011年 東日本大震災

2014年 広島市の土砂災害

2016年 熊本地震

2019年 台風19号（東日本台風）

2020年 新型コロナウイルス感染症大流行始まる

2021年 東京オリンピック開催

2024年 能登半島地震

2025年 大阪・関西万博開催

背景写真提供青森県今別町、名古屋市港防災センター、東京都

　戦後の復興を担い、人の暮らしと経済活動を支える社
会インフラや建物を整備してきた建設産業。英知を結集
した現場のものづくりが進む中で、それぞれの時代の建
設需要と課題に対応するために技術も産業政策も移り変

わってきた。インフラはストックの充足がまだ必要なが
ら、更新や修繕が大きな課題になった。国土の強靱化、
処遇改善、ＤＸといった要求にも応える最適な生産シス
テムと環境を整え、これからも重要な役割を担う。

　
戦
災
復
興
に
よ
る
国
土
の
整
備
は

社
会

の
変
化
と
災
害
と
向
き
合
い
な
が
ら
進
め
ら

れ
て
き
た


　
１
９
５
４
年
９
月

本
州
の
青
森
と
北
海

道
の
函
館
を
結
ぶ
青
函
連
絡
船
﹁
洞
爺
丸
﹂

が
台
風
に
よ
る
暴
風
と
波
浪
で
沈
没

こ
の

惨
事
か
ら
﹁
安
全
﹂
と
﹁
つ
な
が
り
﹂
へ
の

強
い
願
い
が
社
会
に
根
付
き

海
底
ト
ン
ネ

ル
構
想
が
動
き
出
し
た

国
内
海
難
で
史
上

最
悪
の
事
故
が
起
こ

て

年
後

青
函
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
し
北
海
道
と
本
州
が
鉄
道
で

結
ば
れ
た


　
高
潮
と
暴
風
で
約
５
０
０
０
人
が
犠
牲
と

な

た

年
の
伊
勢
湾
台
風
は

防
災
イ
ン

フ
ラ
の
必
要
性
を
再
認
識
す
る
契
機
と
な


た

被
害
が
集
中
し
た
東
海
３
県
以
外
で
も

東
京
都
の
よ
う
に
﹁
伊
勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
﹂

を
基
準
に
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
の
設
計
が
見

直
さ
れ
た

既
成
市
街
地
を
強
い
直
下
型
地

震
が
襲

た

年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降

土
木
構
造
物
や
建
築
物
の
基
準
類

が
見
直
さ
れ
る
な
ど

イ
ン
フ
ラ
の
安
全
指

標
は
災
害
の
被
害
と
教
訓
を
受
け
不
断
の
改

善
が
進
む


　
災
害
だ
け
で
は
な
く

国
家
的
イ
ベ
ン
ト

も
国
土
や
都
市
の
変
化
を
後
押
し
し
た



年
東
京
五
輪


年
大
阪
万
博
で
は
交
通
イ

ン
フ
ラ
や
超
高
層
ビ
ル
の
よ
う
な
建
造
物
の

整
備
が
進
み

戦
後
日
本
の
復
興
と
経
済
成

長
を
世
界
に
ア
ピ

ル
す
る
機
会
と
な


た


　
２
０
０
０
年
以
降

防
災
・
減
災
と
と
も

に
人
口
減
少
が
大
き
な
社
会
課
題
と
な

て

い
く

﹁
暮
ら
し
﹂
や
﹁
ま
ち
﹂
を
包
括
的

に
ど
う
支
え
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
も
な
る


　

年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
は
イ
ン
フ
ラ

の
必
要
性
と
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

東
京

電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ

政
策
を
含
め
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
在
り
方
の
根
幹
が
問
わ
れ
た

被
災
者
の

暮
ら
し
の
再
建
や

地
域
の
人
々
の
つ
な
が

り
の
継
承
が
課
題
と
な

た
そ
の
教
訓
は


熊
本
地
震
や
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
復
興
に

生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る


　

年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ

ク︵
世
界
的
大
流
行
︶は


都
市
の
在
り
方
に
深
い
問
い
を
投
げ
掛
け

た

密
集
を
回
避
し

居
心
地
の
い
い
空
間

を
整
え
る
よ
う
な

柔
軟
で
ゆ
と
り
の
あ
る

都
市
づ
く
り
が
再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な


た

人
と
の
接
触
を
避
け
ざ
る
を
得
な
く

な

た
初
の
緊
急
事
態
宣
言
を
経
て

屋
外

を
巡
る
認
識
が
変
化
し
歩
き
や
す
さ
や
回
遊

性
を
追
求
す
る
﹁
ウ
オ

カ
ブ
ル
﹂
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま

た


　

年
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は

交
通
ア
ク
セ
ス
が
限
ら
れ

人
口
減
少
か
ら

過
疎
化
が
進
行
し
た
半
島
部
の
課
題
を
浮
き

彫
り
に
し
た

道
路
ネ

ト
ワ

ク
が
寸
断

さ
れ
救
援
・
救
助
活
動
が
困
難
を
極
め
た


さ
ら
に
同
９
月

復
旧
途
上
の
被
災
地
を
記

録
的
な
大
雨
が
襲

た

地
震
と
豪
雨
の

﹁
複
合
災
害
﹂
の
教
訓
を
生
か
そ
う
と
政
府

や
関
係
機
関

防
災
関
係
の
学
術
団
体
も
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
る


　
戦
災
復
興

災
害

高
度
経
済
成
長

バ

ブ
ル
崩
壊

パ
ン
デ
ミ

ク



国
土
や

社
会
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
く
中
で


﹁
ど
う
生
き
る
か
﹂も
問
わ
れ
て
き
た
戦
後


年
の
記
憶
と
教
訓
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら


誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

続
け
る




これまで

戦後年を振り返る

■　産業政策 時代の変化に合わせ
持続可能な環境整備へ

（３） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

建設産業政策史

1949年 建設業法の制定
 　建設業者の登録制の導入、請負契約の原則（契約内容、見積期間等）の規定、
 　主任技術者の設置義務

1971年 業法大改正
 　業種別許可制度の導入、特定建設業の許可制度創設

1987年 業法改正
　特定建設業の許可基準の改正、専任技術者要件を指定、監理技術者制度の整備、

 　経審の整備

1994年 業法改正
 　入札契約制度の改革による一般競争入札の本格採用、建設業許可要件の強化、
 　経審の改善、施工体制台帳等の整備、監理技術者の専任制徹底

 世界貿易機関を設立するマラケシュ協定（WTO協定）
　公共工事がWTO協定対象に

1995年 建設産業政策大綱

1997年 VE方式、設計・施工一括（DB）方式の試行開始

1998年 性能規定発注方式、総合評価方式の試行開始

1999年 PFI法（民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律）制定

2000年 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（入契法）制定
　毎年度の発注見通しの公表、入札契約情報の公表、施工体制の適正化

2002年 入札談合等関与行為の排除及び防止に関する法律（官製談合防止法）、建設工事に係る資材の
再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）制定

2005年 公共工事の品質確保の促進に関する法律（公共工事品確法）制定
 　総合評価方式の本格導入

2007年 建設産業政策2007
 　産業構造の転換、建設生産システムの改革、ものづくり産業を支える「人づくり」

2014年 担い手3法成立
 　担い手の確保・育成の責務追加、業種区分に解体工事業追加、公共工事での施工体制台帳

作成の義務化、ダンピング対策の強化

2019年　 新・担い手3法成立
　働き方改革、生産性向上、工期の適正化、現場の処遇改善

2024年 第3次担い手3法成立
 　処遇改善、担い手確保の環境整備、新技術の活用・脱炭素化

　
空
襲
で
焼
け
野
原
と
な

た
街
を
再

び
建
て
直
す
と
こ
ろ
か
ら

日
本
の
建

設
業
の
戦
後
が
始
ま

た

建
設
需
要

が
旺
盛
で

業
界
へ
の
期
待
や
希
望
も

あ
ふ
れ
て
い
た
時
代

１
９
４
９
年
制

定
の
建
設
業
法
は

建
設
企
業
の
統
制

な
ど
を
目
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た


﹁
建
設
工
事
の
適
正
な
施
工
確
保
と


発
注
者
の
保
護
﹂
を
掲
げ

建
設
業
者

登
録
制
度
と
請
負
契
約
の
規
定
を
設
け

た


　
建
設
業
法
は

そ
の
後
数
次
に
わ
た

り
改
正
さ
れ
る
が

最
初
の
大
き
な
制

度
変
更
と
な

た
の
は

高
度
成
長
期

も
終
盤
と
な

た

年
の
大
改
正
だ
ろ

う

急
速
な
経
済
成
長
を
支
え
る
旺
盛

な
建
設
需
要
が
続
く
中
で

不
適
格
業

者
の
存
在
や
粗
雑
工
事

多
発
す
る
労

働
災
害
が
問
題
に
な

て
い
た

対
策

と
し
て
登
録
業
者
制
度
か
ら
業
種
別
許

可
制
度
へ
の
転
換
と

大
型
工
事
に
対

応
す
る
た
め
の
特
定
建
設
業
許
可
制
度

が
導
入
さ
れ
た


年
に
は
施
工
実
績

を
可
視
化
す
る
た
め
の
﹁
経
営
事
項
審

査
制
度
︵
経
審
︶
﹂
も
始
ま

た


　

年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は

建
設
業
を

取
り
巻
く
情
勢
を
一
変
さ
せ
た

建
設

投
資
額
は
こ
の
後
右
肩
下
が
り
の
時
代

へ
と
突
入
す
る

公
共
工
事
を
巡
る
不

祥
事
な
ど
を
経
て

建
設
業
へ
の
風
当

た
り
が
強
ま

た
こ
と
も
あ
り

規
制

強
化
の
動
き
が
本
格
化
す
る


年
の

建
設
業
法
改
正
で

建
設
業
許
可
取
り

消
し
の
要
件
な
ど
が
追
加
同
年
に
は


閣
議
決
定
で
指
名
競
争
入
札
に
代
え
て

一
般
競
争
入
札
が
本
格
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な

た


　
入
札
契
約
制
度
の
改
革
も
進
行
し
て

い
く


年
に
は
Ｖ
Ｅ
方
式

設
計
・

施
工
一
括
︵
Ｄ
Ｂ
︶
方
式


年
に
は

性
能
規
定
発
注
方
式
や
総
合
評
価
方
式

の
試
行
が
開
始

２
０
０
０
年
に
は
公

共
工
事
入
札
契
約
適
正
化
法︵
入
契
法
︶

が
制
定
さ
れ

違
反
業
者
へ
の
罰
則
の

強
化
や
入
札
契
約
情
報
の
公
開
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た


　

年
に
は
議
員
立
法
の
公
共
工
事
品

質
確
保
促
進
法
︵
公
共
工
事
品
確
法
︶

が
制
定
さ
れ
た

長
引
く
不
況
と
歳
出

削
減
か
ら
の
公
共
投
資
を
縮
減
す
る
政

策
に
よ

て

建
設
投
資
が
減
少
し
限

ら
れ
た
案
件
を
巡
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注

も
増
え

工
事
の
品
質
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な

た

そ
こ
で
公
共
調
達
を

価
格
と
品
質
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
評

価
し

落
札
者
が
決
ま
る
仕
組
み
に
転

換
し
よ
う
と

入
札
契
約
と
品
質
確
保

の
基
本
理
念

発
注
者
の
責
務
な
ど
が

明
記
さ
れ
た


　

年
に
は
建
設
業
法
と
公
共
工
事
品

確
法

入
契
法
が
﹁
担
い
手
３
法
﹂
と

し
て
一
括
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る


適
切
な
利
潤
が
確
保
で
き
る
よ
う
な
予

定
価
格
の
設
定
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の

徹
底

中
長
期
の
担
い
手
確
保
な
ど
に

関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ

通
常
国
会

で
は
衆
参
両
院
と
も
全
会
一
致
の
成
立

と
な

た


年
は
﹁
新
・
担
い
手
３

法
﹂
と
し
て
再
び
一
体
改
正
さ
れ

適

正
な
工
期
の
確
保
や
著
し
く
短
い
工
期

の
禁
止
が
措
置
さ
れ
た


　
相
次
ぐ
災
害
と

深
刻
化
す
る
担
い

手
不
足
を
踏
ま
え

第
３
次
担
い
手
３

法
と
し
て

年
に
３
回
目
の
一
体
改
正

が
行
わ
れ
た

新
４
Ｋ
︵
給
与
・
休
暇

・
希
望
・
か

こ
い
い
︶
の
実
現
と


働
き
方
改
革

生
産
性
向
上
の
両
立


労
務
費
に
関
す
る
基
準

災
害
時
の
対

応
力
強
化
な
ど

持
続
可
能
な
事
業
環

境
を
整
え
る
方
策
の
議
論
が
現
在
も
続

い
て
い
る




これまで

戦後年を振り返る

■　プロジェクト

充
足
か
ら
未
来
へ
続
く
資
産
に

（４）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

プロジェクト史

1950年 歌舞伎座竣工

1954年 世界平和記念聖堂竣工

1956年 佐久間ダム完成

 通天閣タワー再建

1958年 国立競技場竣工

 東京タワー竣工

1962年 首都高速道路（京橋～芝浦）開通

1963年 名神高速道路（栗東～尼崎）開通

 黒部ダム完成

 横浜港山下ふ頭完成

1964年 阪神高速1号環状線（土佐堀～湊町）開通

 日本武道館竣工

 東海道新幹線（東京～新大阪）開業

1966年 中央合同庁舎第3号館（建設省庁舎）竣工

 初の商業用原発・東海発電所　営業運転開始

 国立劇場竣工

1967年 矢木沢ダム完成

 中央自動車道（調布～八王子）開通

1968年 霞が関ビルディング竣工

1969年 東名高速道路（東京～小牧）開通

1970年 世界貿易センタービルディング竣工

 中国自動車道（吹田～宝塚）開通

1971年 福島第1原子力発電所営業運転開始

 九州自動車道（植木～熊本）開通

 関越自動車道（練馬～川越）開通

1975年 東京港大井コンテナふ頭8バース供用開始

 山陽新幹線（岡山～博多）開業

 早明浦ダム完成

1977年 横浜港大黒ライナーターミナル供用開始

1978年 サンシャイン60竣工

 成田空港開港

1981年 神戸港ポートアイランド竣工

1982年 山陽自動車道（竜野西～備前）開通

 東北新幹線（大宮～盛岡）開業

 上越新幹線（大宮～新潟）開業

1983年 東京ディズニーランド開園

1984年 両国国技館竣工

1985年 東京港青海コンテナターミナル供用開始

1988年 瀬戸大橋開通

1989年 横浜ベイブリッジ開通

1990年 東京都庁第一庁舎竣工

1992年 神戸港六甲アイランド竣工

1993年 レインボーブリッジ完成

 横浜ランドマークタワー竣工

1994年 関西国際空港開港

1995年 東京ビッグサイト竣工

 長良川河口堰完成

1996年 りんくうゲートタワービル竣工

1997年 新国立劇場竣工

 北陸新幹線（高崎～長野）開業

 東京湾アクアライン開通

1998年 明石海峡大橋完成

2000年 宮ケ瀬ダム完成

2001年 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン開園

 横浜港南本牧ふ頭供用開始

 東京ディズニーシー開園

2005年 中部国際空港開港

2007年 新丸の内ビルディング竣工

 新直轄方式・日本海沿岸東北自動車道（本荘～岩城）開通

2008年 徳山ダム完成

2010年 羽田空港再拡張事業（D滑走路）供用開始

 羽田空港新国際線ターミナル（現第3ターミナル）供用開始

2011年 九州新幹線（博多～新八代）開業

2012年 東京スカイツリー竣工

 東京外環自動車道（大泉JCT～東名JCT）着工

2014年 あべのハルカス竣工

リニア中央新幹線着工

2015年 北陸新幹線（東京～金沢）開業

2016年 北海道新幹線（新青森～新函館北斗）開業、
 北海道と九州がつながる

2019年 新国立競技場竣工

2020年 八ツ場ダム完成

2022年 西九州新幹線（武雄温泉～長崎）開業

2023年 麻布台ヒルズ森JPタワー竣工

　
米
軍
払
い
下
げ
の
重
機
な
ど
も
使
わ

れ
て
進
ん
だ
戦
後
復
興
は

１
９
５
０

年
代
に
入
る
と
象
徴
的
な
構
造
物
が
竣

工
し
て
い
く

空
襲
で
焼
失
し
た
歌
舞

伎
座
の
新
築
落
成
に
続
き
通
天
閣
タ
ワ


が
再
建
さ
れ

テ
レ
ビ
放
送
の
普
及

に
伴

て
総
合
電
波
塔
と
し
て
東
京
タ

ワ

が
完
成
し
た


　
他
国
か
ら
﹁
奇
跡
の
復
興
﹂
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
の
目
覚
ま
し
い
発
展
と
高
度

経
済
成
長
期
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
る


年
代
は

電
力
や
交
通
関
係
の
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
一
段
と
進
行

国
内
初

の
超
高
層
ビ
ル
と
な

た
霞
が
関
ビ
ル

デ

ン
グ
が
完
成
し


年
代
以
降
か

ら
超
高
層
の
建
築
が
本
格
化
す
る
こ
と

に
な
る


　
関
西
圏
で
は
深
刻
な
電
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
建
設
し
て
い
た
黒
部
ダ
ム

が
数
々
の
難
工
事
を
乗
り
越
え
完
成
し

た


　
交
通
イ
ン
フ
ラ
は

年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ

ク
に
合
わ
せ
東
海
道
新
幹
線
が

開
通

東
京
や
大
阪
は
都
市
高
速
道
路

の
整
備
や
開
通
が
始
ま
り

大
動
脈
と

な
る
中
央
自
動
車
道

東
名
高
速
道
路

な
ど
の
整
備
も
加
速
し
て
い
く
こ
と
に

な

た


年
の
大
阪
万
博
に
合
わ
せ

て
中
国
自
動
車
道
な
ど
の
整
備
が
行
わ

れ
る


年
に
﹁
東
京
飛
行
場
﹂
と
し

て
開
港
し
た
羽
田
空
港
だ
け
で
は
急
増

す
る
首
都
圏
の
航
空
需
要
に
対
応
し
き

れ
ず


年
に
は
成
田
空
港
︵
新
東
京

国
際
空
港
︶
が
開
港
し
た


年
代
は

原
油
価
格
の
高
騰
と
供
給
不
足
に
よ


て
２
度
の
オ
イ
ル
シ


ク
が
発
生


成
長
を
続
け
て
き
た
日
本
経
済
に
深
刻

な
打
撃
を
与
え

建
設
業
界
も
不
況
に

陥

た

オ
イ
ル
シ


ク
は
石
油
依

存
の
エ
ネ
ル
ギ

政
策
を
転
換
す
る
契

機
に
な
る


年
代
か
ら
本
格
的
に
稼

働
し
て
い
く
原
子
力
発
電
所
の
在
り
方

や
政
策
に
も
影
響
が
波
及
し

省
エ
ネ

対
策
の
端
緒
に
な

た


　
空
前
の
バ
ブ
ル
景
気
が
記
憶
に
残
る


年
代
か
ら

年
代
前
半
に
か
け
て

は

イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ク
の
充
足
と
と

も
に
質
の
強
化
が
行
わ
れ
て
い
く

最

初
の
本
州
四
国
連
絡
橋
と
な
る
瀬
戸
大

橋
が
開
通
し

駆
使
さ
れ
た
土
木
と
橋

梁
の
技
術
に
世
界
各
国
が
注
目
し
た


首
都
高
速
の
横
浜
ベ
イ
ブ
リ

ジ

２

層
構
造
の
レ
イ
ン
ボ

ブ
リ

ジ
な

ど
長
大
橋
梁
が
相
次
い
で
登
場
し
た


関
西
国
際
空
港
は
世
界
初
の
完
全
人
工

島
の
空
港
と
し
て
話
題
に

東
京
都
庁

第
一
庁
舎
な
ど
地
域
の
ラ
ン
ド
マ

ク

に
な
る
大
型
建
築
物
も
数
多
く
竣
工
し

た


　

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ


て
建
築
物
だ
け
で
な
く
土
木
構
造
物
も

強
度
と
求
め
ら
れ
る
機
能
が
再
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な

た

シ

ル
ド
掘
削

の
技
術
力
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は

地
震
対
策
も
施

さ
れ
て
い
る

未
曽
有
の
被
害
を
発
生

さ
せ
た
震
災
は

土
木
構
造
物
の
耐
震

設
計
も
促
す
こ
と
に
な
る


　

年
代
後
半
か
ら
は
バ
ブ
ル
崩
壊

や

リ

マ
ン
シ


ク
な
ど
社
会
経

済
の
情
勢
の
変
化
が
大
き
か

た

政

治
体
制
に
よ
り
公
共
投
資
政
策
は
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
り

整
備
中
止
を
表
明

し
た
政
権
も
あ

た
八
ツ
場
ダ
ム
は


そ
の
治
水
機
能
が
２
０
１
９
年
の
東
日

本
台
風
襲
来
時
に
首
都
圏
を
救

た


　
東
日
本
大
震
災
当
時
に
建
設
中
だ


た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ


現
在
国
内
で

最
も
高
い
ビ
ル
の
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
森
Ｊ

Ｐ
タ
ワ


近
畿
圏
最
高
の
あ
べ
の
ハ

ル
カ
ス
に
は

国
内
外
か
ら
大
勢
の
人

が
訪
れ
て
い
る

東
京
外
か
く
環
状
道

路
未
整
備
区
間
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
よ
う
に
次
代
を
担
う
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
も
進
行
中

イ
ン
フ
ラ
や
建
築
物
の

整
備
と
更
新
を
担

て
い
る
建
設
業
の

役
割
は

こ
れ
か
ら
も
大
き
い




これまで

戦後年を振り返る

ニーズに応え常に進化
「ものづくり」をけん引

■　技　術

（５） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

建設技術史

1945～64年 ダム施工の機械化

 トンネル施工の機械化

 地下鉄工事や下水道工事でシールド工法採用

1965～84年 アスファルト舗装技術の進歩

 超高層建築技術の開発

 地下大空洞建設技術の開発

 都市トンネルでシールド工法採用

 長大トンネル施工法の進歩

 NATMを初採用

 超高層建築技術（HiRC工法）の進歩

 PCa工法の導入

1985～2004年 高層ビル自動化施工技術の開発

 都市トンネルでNATM採用

 RC 住宅の超高層化（高強度コンクリート工法）

 大深度地下技術の開発

 （厚壁大深度地下連続壁工法や大深度ニューマチックケーソンなど）

 建築ロボットの導入

 免震／制振技術の進歩

 情報化施工技術の進歩

 緑化、リサイクル技術の進歩

 国交省　第１期技術基本計画

2005～25年 地上発進シールドの導入

 国交省　i-Construction本格始動

 BIM／CIMの普及

 建設ロボットの普及

 AIやIoTなどによる機械化、自動化、遠隔施工技術の進歩

 宇宙開発に参入

　
戦
後
復
興
は
米
軍
の
指
導
も
あ
り


大
型
機
械
も
活
用
す
る
施
工
の
機
械
化

が
急
速
に
進
ん
だ

多
種
多
様
で
膨
大

な
量
の
工
事
に
対
応

建
設
業
は
わ
ず

か

年
余
り
で
世
界
２
位
の
経
済
大
国

に
上
り
詰
め
る
に
至
る
礎
を
築
い
た


　
１
９
５
５
年
ご
ろ
か
ら

年
ご
ろ
ま

で
の
高
度
成
長
期
に
は
各
地
で
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
集
中
し
て
行
わ
れ
た

工
種

や
工
程
ご
と
に
工
法
や
機
械
の
開
発


改
良
が
進
展
し

地
盤
改
良
や
ト
ン
ネ

ル
掘
削

コ
ン
ク
リ

ト
構
造
物

海

洋
土
木
な
ど
の
技
術
が
高
度
化

プ
ロ

ジ

ク
ト
の
大
型
化
に
も
対
処
し
た


都
市
部
を
中
心
に
地
下
空
間
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
本

格
化


年
に
は
東
京
の
地
下
鉄
整
備

で
初
め
て
水
平
方
向
に
円
形
の
ト
ン
ネ

ル
を
掘
る
シ

ル
ド
工
法
が
採
用
さ
れ

た
こ
と
を
皮
切
り
に

各
地
の
地
下
鉄

や
下
水
管
の
整
備
な
ど
に
同
工
法
が
普

及
し
た


　
同
時
期
に
世
界
を
リ

ド
す
る
建
設

技
術
と
し
て
確
立
さ
れ
始
め
た
の
が
長

大
橋
だ


年
の
完
成
時
に
東
洋
一
の

朱
塗
り
の
つ
り
橋
と
い
わ
れ
た
若
戸
大

橋
が
完
成
し
た
こ
と
が
契
機
と
な


た


年
に
は
海
中
基
礎
の
設
置
ケ


ソ
ン
や
橋
桁
の
ト
ラ
ス
桁
な
ど
の
技
術

を
結
集
し

世
界
最
長
の
つ
り
橋
で
あ

る
明
石
海
峡
大
橋
が
完
成

ト
ル
コ
の

第
二
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋
や
イ
ズ
ミ

ト
湾

横
断
橋
な
ど
に
も
展
開
さ
れ
た


　

年
代
に
入
る
と

産
業
用
ロ
ボ


ト
を
導
入
し
て
生
産
性
を
向
上
し
た
製

造
業
に
触
発
さ
れ

ゼ
ネ
コ
ン
や
建
機

メ

カ

ら
に
よ
る
ロ
ボ

ト
技
術
の

研
究
開
発
が
活
発
化

現
場
位
置
や
構

造
物
変
位
な
ど
の
計
測
デ

タ
を
生
か

す
情
報
化
施
工
も
始
ま
る

２
０
１
６

年
に
ス
タ

ト
す
る
国
土
交
通
省
の
生

産
性
向
上
策
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
つ
な
が


て
い
く


　
都
市
部
で
は
高
さ
１
０
０

を
超
え

る
超
高
層
ビ
ル
の
開
発
が
相
次
ぐ
よ
う

に
な
る

当
時
は
未
知
の
領
域
だ

た

こ
と
も
あ

て

建
築
基
準
法
が
求
め

る
以
上
の
地
震
耐
力
を
確
保
す
る
ビ
ル

が
多
か

た

バ
ブ
ル
全
盛
期
の

年

代
後
半
に
は
建
築
工
事
が
さ
ら
に
増
加

し

技
能
者
の
不
足
と
と
も
に
作
業
員

の
高
齢
化
が
目
立
ち
始
め
た

建
設
各

社
は
製
品
を
プ
レ
ハ
ブ
化
し

ロ
ボ


ト
で
現
場
作
業
を
効
率
化
す
る
た
め
の

研
究
開
発
が
活
発
化
す
る


　

年
代
に
入
る
と
建
設
技
術
は
生
産

性
向
上
と
と
も
に

災
害
時
の
安
全
確

保
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る


年

に
発
生
し
た
雲
仙
普
賢
岳
大
火
砕
流
の

災
害
復
旧
は

建
機
の
遠
隔
操
作
に
よ

る
除
石
築
堤
な
ど
の
作
業
が
行
わ
れ


現
在
の
潮
流
と
な

た
無
人
化
施
工
の

先
駆
け
と
な

た


年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
は

多
発
し
た
倒
壊
被
害
を

教
訓
に

耐
震
改
修
促
進
法
が
制
定
さ

れ
道
路
橋
の
耐
震
設
計
基
準
も
強
化


防
災
・
減
災
に
着
目
し
た
技
術
開
発
が

一
段
と
加
速
し
て
い

た


　

年
の
Ｉ
Ｔ
革
命
以
降

建
設
技
術

も
デ
ジ
タ
ル
化
や
モ
バ
イ
ル
化
の
流
れ

に
乗

て
い
く

﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
元
年
﹂
と

い
わ
れ
る

年
以
降
に
３
Ｄ
対
応
の
動

き
が
活
発
化
し

建
築
物
や
構
造
物
を

造
形
す
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

に
発
展
し

て
い
く

担
い
手
の
不
足
や
高
齢
化
が

深
刻
化
す
る
現
在

国
土
交
通
省
は


年
に
発
表
し
た
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
２
・
０
を

推
進
中

Ａ
Ｉ
や
ド
ロ

ン
な
ど
を
取

り
入
れ

ダ
ム
や
ト
ン
ネ
ル

超
高
層

ビ
ル
な
ど
の
現
場
で
は
無
人
の
建
機
や

ロ
ボ

ト
の
活
用
が
広
が

て
い
る


　
旧
建
設
省
の
技
術
五
箇
年
計
画

国

交
省
発
足
以
降
も
策
定
さ
れ
て
い
る
技

術
基
本
計
画

政
府
の
科
学
技
術
基
本

計
画
な
ど
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら


革
新
を
遂
げ
て
き
た
建
設
技
術

老
朽

化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
を
は
じ
め


時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
社
会
の
ニ


ズ
や
課
題
に
対
応
し

﹁
も
の
づ
く

り
の
ニ

ポ
ン
﹂
を
け
ん
引
す
る
建
設

技
術
の
進
化
は
続
く

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今
土
木
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い

る
例
え
ば
道
は﹁
人
や
車
を
流
す
﹂

た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
﹁
人
が
他

者
と
出
会
い
価
値
と
出
会
う
﹂た
め

に
あ
る

造
ら
れ
た
イ
ン
フ
ラ
が
ど

の
よ
う
に
人
の
生
き
方
に
作
用
し


ど
の
よ
う
に
人
々
の
幸
せ
に
つ
な
が


て
き
た
の
か

そ
れ
を
私
た
ち
自

身
が
し

か
り
と
理
解
し

か
み
し

め
な
が
ら
日
々
の
仕
事
に
向
き
合
う

こ
と
こ
そ
が
土
木
に
携
わ
る
上
で
最

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う


　
戦
後
の
日
本
で
は

公
共
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
中
央
集
権
的
な
体
制
の

下
で
進
め
ら
れ

行
政
が
そ
の
役
割

と
責
任
を
独
占
的
に
担

て
き
た


こ
の
時
代
の
象
徴
的
な
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
は

ダ
ム
・
治
水
構
造
物

高

速
道
路
・
新
幹
線

港
湾
・
空
港


が
挙
げ
ら
れ
る


　
例
え
ば
治
水
と
電
源
開
発

流
域

の
経
済
振
興
を
目
指
し
た
佐
久
間
ダ

ム
︵
１
９
５
６
年
︶

奥
只
見
ダ
ム

︵

年
︶

黒
部
ダ
ム
︵

年
︶
な

ど
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
は

戦
後
の

復
興
と
地
域
の
安
全
を
支
え
る
重
要

な
事
業
で
あ

た


　
東
名
高
速
道
路
開
通
︵

年
︶
や

東
京

博
多
間
の
山
陽
新
幹
線
の
開

通
︵

年
︶

さ
ら
に
は
港
湾
や
空

港
の
整
備
を
通
じ
て

北
海
道
・
四

国
・
九
州
と
本
州
が
結
ば
れ

列
島

が
一
体
化
し
た

﹁
一
心
同
体
の
経

済
共
同
体
と
し
て
の
強
い
国
土
﹂
を

目
指
し
た
戦
略
で
あ
り


年
に
開

通
し
た
明
石
海
峡
大
橋
は

こ
の
時

代
の
一
つ
の
区
切
り
と
な
る
象
徴
的

な
構
造
物
と
言
え
る
だ
ろ
う


⁂
　
⁂
　
⁂

　

年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代

初
頭
に
か
け
て

土
木
事
業
は
転
換

期
を
迎
え
る


年
の
長
良
川
河
口

堰
完
成


年
の
諫
早
湾
干
拓
事
業

に
お
け
る
水
門
の
閉
め
切
り


年

の
吉
野
川
第
十
堰
改
修
を
巡
る
住
民

投
票
の
実
施
な
ど
を
契
機
に

﹁
開

発
﹂
を
常
に
優
先
す
る
姿
勢
か
ら

﹁
環
境
﹂
や
﹁
地
域
主
体
﹂
あ
る
い

は﹁
景
観
﹂を
重
視
す
る
方
向
へ
と


土
木
の
在
り
方
が
変
質
の
兆
し
を
見

せ
は
じ
め
た


　

年
に
は
日
本
で
初
め
て
人
口
減

少
が
記
録
さ
れ

ま
た

年
の
東
日

本
大
震
災
を
経
て
地
域
の
在
り
方
そ

の
も
の
が
根
本
か
ら
問
わ
れ
る
時
代

に
入

て
い
る


世
紀
末
か
ら


世
紀
初
頭
に
か
け
て

日
本
社
会
の

価
値
観
や
そ
の
基
底
と
な
る
社
会
構

造
は
大
き
く
転
換
し
た

と
言
え
る

だ
ろ
う


　
そ
れ
ま
で
の
﹁
強
い
国
家
・
強
い

経
済
共
同
体
﹂
を
支
え
る
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
時
代
か
ら

そ
の
強

さ
を
維
持
し
な
が
ら
も

多
様
化
す

る
価
値
観
や
変
化
す
る
環
境
に
対
応

し
た
柔
軟
な
イ
ン
フ
ラ
の
在
り
方
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る


⁂
　
⁂
　
⁂

　
１
９
８
３
年
に
東
京
工
業
大
学
の

中
村
良
夫
先
生
︵
景
観
工
学
︶
が
設

計
し
た
広
島
の
﹁
太
田
川
基
町
環
境

護
岸
﹂
は

当
時
ま
だ
景
観
や
環
境

配
慮
が
一
般
的
で
な
い
時
代
に

極

め
て
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
あ


た

こ
の
護
岸
整
備
は

現
在
の
広

島
に
お
け
る
魅
力
的
な
水
辺
空
間
の

基
盤
と
な
り

人
々
が
自
然
と
共
に

気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
場
所
を
生
み

出
し
て
い
る


　
人
々
が
抱
く
﹁
水
辺
で
心
地
よ
く

暮
ら
し
た
い
﹂
と
い
う
素
直
な
願
い

に
応
え
て

国
際
都
市
広
島
の
魅
力

向
上
に
も
貢
献
し
て
き
た

整
備
後


年
た

て

古
び
る
ど
こ
ろ
か


ま
す
ま
す
時
代
の
価
値
観
の
先
端
を

リ

ド
し
て
い
る

公
共
イ
ン
フ
ラ

の
理
想
的
な
姿
だ
と
思
う


　
こ
れ
か
ら
の
土
木
に
は

単
に
機

能
を
果
た
す
だ
け
で
な
く

人
間
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
環
境
や
社
会
の
実

現
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
を

真
摯︵
し
ん
し
︶に
考
え
る
姿
勢
が


何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か


（なかい・ゆう）年東京大学大学院
工学系研究科土木工学専攻修士課程修
了。アプル総合計画事務所、東京工業
大学（現東京科学大学）助手、東京大
学助手、同講師、同准教授などを経て、
年４月から現職。愛知県生まれ、
埼玉県育ち、歳。

　
土
木
構
造
物
と
建
築
物
は

経
済
や
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
と
い
う
普
遍
の
役
割
を
持
つ
一
方

時
代
の
要

請
や
技
術
の
進
歩
に
よ
り
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た

先
人
が
残
し
た
思
い
や
技
術
を
ど
う
受
け
継
ぎ

そ
し

て
未
来
に
何
を
残
し
て
い
け
る
の
か



土
木
学
会
景
観
・
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
委
員
長
の
中
井
祐
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
社
会
基
盤
学
専
攻
教
授
︵
景
観
論
・
土
木
デ
ザ
イ
ン
︶
と

日
本
建
築
学
会
建
築
博
物
館
委

員
会
委
員
長
の
山
﨑
鯛
介
東
京
科
学
大
学
博
物
館
教
授
︵
建
築
史
︶
に
話
を
聞
い
た


　
戦
後
日
本
の
近
代
建
築
は

復
興

と
民
主
主
義
の
象
徴
と
し
て
大
き
く

発
展
し
た

庁
舎
や
公
民
館

図
書

館
住
宅
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
が
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
な
が
ら

同
時
に

時
代
の
思
想
や
社
会
の
在
り
方
を
そ

の
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
さ
せ
て
き
た


建
築
は
単
な
る
構
造
物
で
は
な
く


社
会
や
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関

わ
り
な
が
ら
形
づ
く
ら
れ
た
大
切
な

文
化
財
で
あ
り

今

そ
う
し
た
戦

後
建
築
の
価
値
は
少
し
ず
つ
見
直
さ

れ
始
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る


　
戦
前
と
戦
後
の
大
き
な
違
い
は


戦
後
に
は
主
導
的
な
近
代
建
築
家
が

地
方
で
多
く
の
名
建
築
を
手
掛
け
た

こ
と
だ

戦
前
の
公
共
建
築
は﹁
近

代
国
家
の
象
徴
﹂で
あ

た
が
戦
後

は﹁
地
方
自
治
・
地
方
分
権
の
象
徴
﹂

や﹁
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ

テ


﹂

を
担
う
も
の
と
再
解
釈
さ
れ
た


　
こ
れ
ら
は
戦
後
日
本
が
世
界
に
誇

る
べ
き
財
産
で
あ
る

丹
下
健
三
の

﹁
広
島
ピ

ス
セ
ン
タ

﹂

村
野

藤
吾
の﹁
世
界
平
和
記
念
聖
堂
﹂は


戦
後
日
本
の
再
出
発
を
象
徴
す
る
建

築
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る


　
戦
後
復
興
期
に
は

建
築
家
た
ち

は
新
し
く
生
ま
れ
た
地
方
自
治
と
い

う
民
主
主
義
の
期
待
に
応
え

地
域

の
象
徴
と
な
る
建
築
を
生
み
出
し
て

い
く

坂
倉
準
三
の
﹁
神
奈
川
県
立

近
代
美
術
館
﹂

前
川
國
男
の
﹁
神

奈
川
県
立
図
書
館
・
音
楽
堂
﹂

菊

竹
清
訓
の﹁
都
城
市
民
会
館
﹂な
ど


地
方
の
公
共
文
化
施
設
の
建
設
が
活

発
化
し
た
⁂

　
⁂
　
⁂

　
１
９
６
４
年
の
東
京
五
輪
や

年

の
大
阪
万
博
な
ど
国
際
的
な
行
事
を

契
機
に

日
本
の
建
築
は
世
界
へ
発

信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

そ
の
一
方

で

住
宅
建
築
に
も
名
建
築
が
多
く

生
ま
れ
清
家
清
は
自
邸﹁
私
の
家
﹂

で
民
主
主
義
的
な
家
族
の
暮
ら
し
に

対
応
し
た
新
し
い
住
ま
い
の
形
を
提

案
し
た


　



年
代
に
は

地
域
で
活
躍

す
る
建
築
家
が
育
ち
始
め
た

中
で

も
山
本
忠
司
の
﹁
瀬
戸
内
海
歴
史
民

俗
資
料
館
﹂
は
そ
の
土
地
の
地
形
や

風
土
を
生
か
し
た
地
域
性
の
強
い
作

品
と
し
て
注
目
さ
れ
る

東
京
で
近

代
建
築
を
学
ん
だ
建
築
家
が
地
元
に

戻
り

地
域
性
豊
か
な
建
築
を
つ
く


て
い
く


　
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
伊
東
豊

雄
の﹁
せ
ん
だ
い
メ
デ

ア
テ

ク
﹂

が
登
場
し

公
共
建
築
の
在
り
方
が

大
き
く
変
わ

た

現
代
の
﹁
本
を

読
む
﹂
と
い
う
行
為
を
見
つ
め
直
す

こ
と
で

図
書
館
は
情
報
や
人
々
が

自
由
に
交
流
す
る
開
か
れ
た
空
間
へ

と
進
化
し
た
⁂　

⁂
　
⁂

　
こ
の
よ
う
に
戦
後
か
ら
現
代
に
か

け
て

建
築
家
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
を
象
徴
し

﹁
市
民
の
誇
り
﹂

と
な
る
よ
う
な
公
共
建
築
を
つ
く
り

だ
し
て
き
た
が

今

こ
う
し
た
名

作
の
多
く
が
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
維

持
・
継
承
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る

そ
の
背
景
に
は
高
度
成
長
期
に

始
ま
る
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
都
心

部
の
再
開
発

地
方
に
お
け
る
人
口

減
少
と
市
町
村
合
併
が
あ
る


　
さ
ら
に
都
市
部
で
は
再
開
発
に
よ

る
区
画
整
理
や
建
物
の
巨
大
化
が
進

み

地
域
の
景
観
や
ア
イ
デ
ン
テ


テ


を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と

が
難
し
く
な

て
い
る

日
本
で
は

建
築
や
都
市
景
観
を
欧
州
の
よ
う
に

﹁
文
化
﹂
と
し
て
尊
重
す
る
意
識
が

希
薄
だ


　
だ
が

一
昔
前
の
建
築
や
町
並
み

を
身
近
な
観
光
資
源
と
し
て
捉
え


そ
の
歴
史
や
デ
ザ
イ
ン

文
化
的
な

価
値
を
体
験
す
る
﹁
建
築
ツ

リ
ズ

ム
﹂
が
近
年
人
気
を
博
し
て
い
る


そ
う
し
た
価
値
観
を
育
て

建
築
を

身
近
で
大
切
な
文
化
財
と
し
て
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
が

戦
後
建
築
を

守
る
鍵
に
な
る


　
建
物
の
魅
力
を
発
信
し

丁
寧
に

保
全
し

も
し
そ
れ
が
か
な
わ
な
い

場
合
に
は
図
面
や
記
録
資
料
を
残
し

て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る


（やまざき・たいすけ）年東京工業
大学（現東京科学大学）大学院理工学研
究科修了。早川正夫建築設計事務所、東
京工業大学助手、千葉工業大学准教授、
東京工業大学准教授などを経て年
から現職。年文化庁建築文化フェ
ロー。埼玉県出身、歳。



　明治期からの大原則は今も変わらず　

持
続
可
能
な
建
設
業
実
現
を
後
押
し

　　　　　　社会基盤マネジメント研究所代表理事　　木下　誠也氏

　　落札価格を
市場が決める仕組みに
　　　　　■キーマンに聞く　　　　　　　　　　　　　　公共調達の変遷と在り方■

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

公共調達に関わる制度の主な変遷
年 概要

1889年 会計法制定

1900年 勅令により指名競争入札新設

1921年 会計法改正（指名競争入札導入)

1947年 会計法全面改正、予算決算及び会計令制定
地方自治法制定
独占禁止法制定

1949年 建設業法制定（建設業登録制度）

1961年 会計法改正（低入札価格調査制度）
1963年 地方自治法施行令改正（最低制限価格制度）
1971年 建設業法改正（建設業許可制度）
1977年 独禁法改正（課徴金制度導入）
1994年 大規模工事に一般競争入札導入
2005年 公共工事品質確保促進法制定

独禁法改正（課徴金引き上げなど）
2014年 公共工事品確法改正（受注者の適正な利潤確保）

2019年 公共工事品確法改正（下請が利潤・工期を確保で
きる発注促進）

2024年 公共工事品確法改正（担い手の休日・賃金の確保）

　
日
本
に
お
け
る
公
共
調
達
の
ル


ル
は
会
計
法
と
地
方
自
治
法
に
基
づ

い
て
い
る

会
計
法
は
明
治
憲
法
と

同
じ
１
８
８
９
年
に
制
定
さ
れ

フ

ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア

ベ
ル
ギ

の

国
家
会
計
法
を
参
考
に
つ
く
ら
れ

た


　
会
計
法
の
制
定
に
よ
り
公
共
調
達

は
一
般
競
争
入
札
で
行
い

最
低
価

格
の
札
を
入
れ
た
民
間
事
業
者
と
契

約
す
る
と
い
う

今
も
続
く
大
原
則

が
導
入
さ
れ
た

こ
の
時
に
落
札
価

格
が
予
定
価
格
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
﹁
予
定
価
格
の
上
限
拘
束
﹂

も
原
則
化
し
て
い
る

談
合
に
よ
る

入
札
価
格
の
高
止
ま
り
を
防
ぐ
な

ど
の
意
味
合
い
が
あ

た
の
だ
ろ

う


　
会
計
法
を
制
定
し
た
当
時

実
は

大
混
乱
が
起
き
て
い
る

そ
れ
ま
で

の
大
規
模
な
工
事
は

複
数
者
か
ら

取

た
見
積
も
り
で
選
定
し
た
１
者

と

随
意
契
約
を
結
ぶ
の
が
一
般
的

だ

た

そ
れ
が
突
然

入
札
で
一

番
安
い
価
格
を
提
示
し
た
事
業
者
と

契
約
す
る
決
ま
り
に
な

た
の
だ
か

ら
混
乱
も
生
じ
る

こ
れ
を
収
束
さ

せ
る
た
め

１
９
０
０
年
に
勅
令
を

使
い

公
共
工
事
は
運
用
上

指
名

競
争
入
札
を
認
め
る
こ
と
に
な
り


随
意
契
約
の
適
用
範
囲
も
広
げ
て
い


た


❖
　
❖
　
❖

　
１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
公
共
工

事
の
受
注
を
巡
る
不
祥
事
が
社
会
問

題
と
な
り

﹁
指
名
競
争
入
札
に
問

題
が
あ
り

一
般
競
争
に
転
換
す
べ

き
﹂
と
い
う
風
潮
に
な

て
い
く


同
時
期
に
米
国
か
ら
日
本
の
市
場
開

放
を
求
め
る
声
が
強
く
な

て
い
た

こ
と
も
あ
り


年
度
以
降

大
規

模
工
事
は
一
般
競
争
入
札
が
原
則
に

な

た

そ
の
後
も
一
般
競
争
が
拡

大
し

現
在
に
至

て
い
る


　
一
般
競
争
が
広
が
る
中
で

２
０

０
５
年
に
独
占
禁
止
法
︵
独
禁
法
︶

が
改
正
さ
れ
た


年
に
施
行
し


談
合
に
対
す
る
課
徴
金
が
大
幅
に
ア


プ
し
た

自
社
が
参
加
し
た
談
合

な
ど
の
違
反
行
為
を
自
主
的
に
申
告

し
た
場
合

課
徴
金
が
減
免
さ
れ
る

﹁
リ
ニ
エ
ン
シ

制
度
﹂
も
導
入
さ

れ
た


　

年
に
は
議
員
立
法
で
﹁
公
共
工

事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
﹂
︵
公
共
工
事
品
確
法
︶
が
制
定

さ
れ
て
い
る

公
共
事
業
費
の
削
減

で
受
注
競
争
が
激
化
し

ダ
ン
ピ
ン

グ
受
注
も
増
加
す
る
中
で

こ
の
ま

ま
で
は
公
共
工
事
の
品
質
を
確
保
で

き
な
い
と
懸
念
さ
れ
て
い
た

こ
の

た
め
価
格
だ
け
で
な
く
技
術
提
案
な

ど
も
評
価
対
象
と
す
る
﹁
総
合
評
価

落
札
方
式
﹂
の
導
入
を
明
確
に
位
置

付
け

適
切
な
価
格
で
品
質
を
確
保

す
る
の
が
品
確
法
制
定
の
狙
い
だ


た


　
総
合
評
価
落
札
方
式
に
は
﹁
高
度

技
術
提
案
型
総
合
評
価
方
式
﹂
と
い

う
従
来
の
予
定
価
格
を
突
き
抜
け
得

る
仕
組
み
も
取
り
入
れ
ら
れ
た

発

注
者
と
入
札
参
加
者
が
対
話
し
て
技

術
提
案
を
ブ
ラ

シ

ア

プ
す
る

や
り
方
や

技
術
提
案
を
基
に
予
定

価
格
を
作
成
す
る
手
続
き
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る


　

年

月
以
降
発
注
の
工
事
か

ら

国
土
交
通
省
直
轄
の
３
億
円
以

上
の
工
事
は
品
確
法
に
基
づ
い
て
総

合
評
価
入
札
に
転
換
し
た

と
こ
ろ

が
公
共
工
事
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
は

後
を
絶
た
な
か

た

こ
れ
は
入
札

参
加
者
同
士
が
技
術
力
で
競
争
し
て

も
大
き
な
差
が
つ
き
に
く
く

思
い

切

て
価
格
を
下
げ
な
い
と
受
注
で

き
な
か

た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ

る


　
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
是
正
に
向
け



年

月
に
は
﹁
施
工
体
制
確
認
型
﹂

が
導
入
さ
れ
た

総
合
評
価
入
札
の

工
事
で
調
査
基
準
価
格
を
割
る
よ
う

な
札
を
入
れ
た
場
合

施
工
体
制
を

厳
し
く
チ


ク
す
る
仕
組
み
だ


不
十
分
だ
と
判
断
す
れ
ば
技
術
点
を

大
幅
減
点
し
て
廉
価
で
の
落
札
を
防

ぐ
も
の
で

現
在
も
続
く
入
札
方
法

と
な

て
い
る


❖
　
❖
　
❖

　

年
に
は
品
確
法
が
改
正
さ
れ

た

も
と
も
と
は
制
定
後
３
年
で
見

直
す
は
ず
だ

た
が

政
権
交
代
な

ど
の
影
響
に
よ
り
９
年
か
か

た


改
正
の
大
き
な
テ

マ
は
﹁
予
定
価

格
の
上
限
拘
束
撤
廃
﹂

結
果
と
し

て
予
定
価
格
を
少
し
で
も
引
き
上
げ

る
た
め
に
﹁
受
注
者
が
適
正
な
利
潤

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
﹂
や
﹁
経
済

社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
﹂
な
ど

の
文
言
が
加
え
ら
れ
た


　
﹁
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
﹂
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い

技
術
力

が
最
も
優
れ
た
応
札
者
と
交
渉
し
成

立
す
れ
ば
随
意
契
約
を
結
ぶ

交
渉

が
成
立
し
な
け
れ
ば
２
番
目
に
優
れ

た
技
術
を
提
案
し
た
応
札
者
と
交
渉

す
る
と
い
う
入
札
方
法
だ

事
実
上

価
格
を
交
渉
し
て
か
ら
受
注
者
を
決

め
る
た
め

予
定
価
格
を
突
き
破
る

方
式
と
も
言
え
る


　

年
の
２
回
目
の
品
確
法
改
正
で

は
入
札
参
加
者
が
提
出
し
た
見
積
書

を

発
注
者
が
予
定
価
格
を
設
定
す

る
時
に
活
用
す
る
﹁
見
積
も
り
活
用

方
式
﹂
を
拡
大
し
た

災
害
時
の
緊

急
対
応
の
ほ
か
適
正
な
工
期
設
定


施
工
時
期
の
平
準
化
な
ど
も
明
記
さ

れ
た


　
そ
し
て

年
に
３
回
目
の
品
確
法

改
正
が
行
わ
れ

休
日
確
保
や
処
遇

改
善
を
後
押
し
す
る
ほ
か

地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
適
切
な
条
件
で
の

発
注
を
求
め
た

新
技
術
を
使

た

脱
炭
素
化
の
促
進
な
ど
も
盛
り
込

み

持
続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
を

後
押
し
す
る
内
容
と
な

た
今
後


予
定
価
格
を
引
き
上
げ
る
理
由
に
も

な
る
と
見
て
い
る


❖
　
❖
　
❖

　
物
価
高
騰
も
続
く
中
で
大
き
な
問

題
と
な

て
い
る
不
調
・
不
落
は


予
定
価
格
の
上
限
拘
束
が
原
因
の
一

つ
と
考
え
て
い
る

今
後

落
札
価

格
は
市
場
が
決
め
る
仕
組
み
を
入
札

契
約
制
度
に
取
り
込
む
べ
き
だ


　
会
計
法
の
詳
細
を
定
め
て
い
る
予

決
令
︵
予
算
決
算
及
び
会
計
令
︶
に

は
実
勢
価
格
や
需
給
の
状
況
を
踏
ま

え
て
予
定
価
格
を
決
め
る
よ
う
に
書

い
て
あ
る
需
給
の
状
況
を
注
視
し


不
調
が
起
き
る
可
能
性
が
高
い
と
判

断
し
た
ら

現
行
法
を
改
正
し
な
く

て
も
予
定
価
格
を
引
き
上
げ
る
こ
と

は
可
能
な
は
ず
だ


　
技
術
提
案
・
交
渉
方
式
な
ど
は
予

定
価
格
を
突
き
破
る
の
に
有
効
だ

が

一
方
で
発
注
者
側
に
は
受
注
者

か
ら
の
提
案
を
チ


ク
で
き
る
高

い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
問
わ
れ

る


　
欧
米
の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
性
悪
説

で
請
負
業
者
を
見
て
い
る
た
め

チ



ク
す
る
技
術
を
し

か
り
持
た

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
あ

る

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
性
善
説

で
あ
り

契
約
し
た
請
負
業
者
が
き

ち
ん
と
工
事
を
し
て
く
れ
る
と
い
う

前
提
に
立

て
い
る

こ
れ
か
ら
の

公
共
調
達
で
は
発
注
者
に
求
め
ら
れ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
ど
う
す
る

か
も
重
要
に
な
る


　国民の生活を支える道路や河川施設、上下水道などの社会資本は、政府や地

方自治体が民間事業者に工事を発注する公共調達によって整備されてきた。

民間事業者の選定方法が法律で定められたのは明治時代のことで、一般競争

入札がメインだった。時代の流れとともに入札方法も変化を続けている。

年に公共工事の価格決定構造に関する提言をまとめた土木学会建設マネ

ジメント委員会「公共工事の価格決定構造の転換に関する研究小委員会」委

員長の木下誠也氏（社会基盤マネジメント研究所代表理事、東京都市大学客

員教授）に、公共調達の変遷とこれからの在り方などを聞いた。



これから

戦後年を見据えた将来予測・分析

　﹁
技
能
者

万
人
不
足
﹂の
恐
れ

●●●●　日建連　長期ビジョン．　●●●●

地
方
中
心
に
担
い
手
減
少
顕
著

●●●●　建設経済レポート№　●●●●

（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部
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生産性向上による
不足解消

生産性向上による技能労働者不足解消状況

（日建連資料から）

万人

建設従事者の将来設計
職種 2020年 2035年予想 増減率
建設技術者 238,890 271,932 13.8%
全体 2,447,130 1,919,416 -21.6%
とび 112,070 113,519 1.3%
大工 298,020 143,608
配管従事者 220,680 142,074 -35.6%
土木従事者 456,770 271,707 -40.5%
その他の建設土木作業従事者 647,450 592,169 -8.5%
その他の電気工事従事者 379,490 330,148 -13.0%

技
能
労
働
者

-51.8%

　建設業界は戦後の復興期から高度経済成長、バブル経済、さらには度重なる自然災害の復旧を経て、

社会基盤づくりで重要な役割を担ってきた。戦後年を迎える年を見据え、インフラや建築物

の老朽化対応、安全・安心な暮らしの実現には建設業の力が引き続き求められている。激化の一途に

ある人材獲得競争を乗り越え、社会・経済活動に欠かせない産業の役割と魅力を次世代にどう伝えて

いくのか。業界全体で持続可能性を高めることが将来を支える土台になるといえよう。

　
日
本
建
設
業
連
合
会
︵
日
建

連

宮
本
洋
一
会
長
︶
は
﹁
建

設
業
の
長
期
ビ
ジ

ン
２
・
０
﹂

を
策
定
し
た

旧
ビ
ジ

ン
と

同
様
に
２
０
５
０
年
ま
で
の
超

長
期
の
ス
パ
ン
に
立

て
時
代

を
俯
瞰
︵
ふ
か
ん
︶
し


年

後
の

年
の
建
設
市
場
や
担
い

手
の
見
通
し
か
ら

建
設
業
に

期
待
さ
れ
る
役
割
や
あ
る
べ
き

姿
を
示
し
て
い
る


　
近
年

建
設
業
の
技
能
労
働

者
の
減
少
は
他
産
業
と
比
較
し

て
も
著
し
く

深
刻
な
状
況
に

あ
る


年
度
の
建
設
投
資
に

対
し

技
能
労
働
者
が
１
・


％
不
足
︵
国
土
交
通
省
﹁
建
設

労
働
需
給
調
査
結
果
﹂
に
よ
る


年
度
平
均
値
︶
し
て
い
る
状

態
を
ベ

ス
と
し
て
試
算
す
る

と

年
度
で
は
３
９
３
万
人
の

技
能
労
働
者
が
必
要
と
さ
れ
る
た
だ


こ
の
数
字
は
平
常
時
を
想
定
し
て
お

り

災
害
な
ど
の
有
事
は
見
込
ん
で
い

な
い

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
巨
大
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
必
要
と
な
る
技
能
労
働
者
は
大

幅
に
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る

日
建

連
は
﹁
現
状
の
ま
ま

特
段
の
施
策
を

講
じ
な
け
れ
ば


年
度
に
技
能
労
働

者
数
は
約
１
２
９
万
人
不
足
す
る
﹂
と

警
鐘
を
鳴
ら
す


　
日
建
連
の
調
査
に
よ
る
﹁
過
去

年

間
の
生
産
性
向
上
︵

％
程
度
︶
﹂
が

今
後
も
継
続
し
た
場
合

約

万
人
の

技
能
労
働
者
不
足
の
解
消
に
と
ど
ま
る

が

国
交
省
が
掲
げ
る
﹁
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２
・
０
︵

年

ま
で
に
建
設
現
場
の
生
産
性
を

％
向

上
︶
﹂
が
実
現
し
た
場
合

１
２
９
万

人
の
技
能
労
働
者
不
足
の
う
ち

約


万
人
の
不
足
が
解
消
さ
れ
る
と
推
定
さ

れ
る


　
た
だ

そ
れ
で
も

万


万
人
が

不
足
す
る
た
め
人
材
不
足
の
解
決
に
向

け
て
多
様
な
人
材
の
活
用
が
求
め
ら

れ

女
性
活
躍
や
外
国
人
材
の
採
用
が

重
要
と
な
る


　
総
務
省
の
労
働
力
調
査
を
ベ

ス
に

し
た
日
建
連
の
算
出
結
果
に
よ
る
と


建
設
業
の
女
性
就
業
者
数
は

年
以
降


万
人
台
で
推
移
し


年
に
は
前
年

比
で
若
干
減
少
し
た
も
の
の

万
人
と

な

た

う
ち

技
術
職
の
総
数
は
少

な
い
も
の
の
前
年
よ
り
も
多
い
約
４
万

人

技
能
者
は

万
人
だ

た

日
建

連
の
現
在
の
﹁
け
ん
せ
つ
小
町
活
躍
推

進
計
画
﹂
は

年
度
で
終
了
し


年

度
か
ら
次
期
計
画
に
移
る

今
後
も
女

性
活
躍
に
取
り
組
み


年
度
に
建
設

業
の
女
性
就
業
者
数
で
１
０
０
万
人

︵
う
ち
女
性
技
能
者
数

万
人
︶
を
目

指
す

国
交
省
や
各
建
設
業
者
団
体
間

の
連
携
を
一
層
強
化
し

女
性
の
入
職


活
躍
・
定
着
促
進
を
推
進
す
る


　
外
国
人
材
で
は
建
設
業
の
主
要
な
担

い
手
と
し
て
キ

リ
ア
ア

プ
し
つ
つ

活
躍
す
る
環
境
を
国
全
体
で
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
だ

厚
生
労
働
省
が
ま
と

め
た
外
国
人
雇
用
状
況
に
よ
る
と



年

月
末
時
点
の
建
設
業
の
外
国
人
労

働
者
は
前
年
比

・
７
％
増
の

万
７

９
０
２
人

増
加
率
は
２
年
連
続
し
て


％
を
超
え
て
い
る

外
国
人
雇
用
事

業
所
は

・
７
％
増
の
４
万
４
８
１
１

カ
所
と
な

た

全
産
業
の
外
国
人
労

働
者
は
前
年
比

・
４
％
増
の
２
３
０

万
２
５
８
７
人

外
国
人
雇
用
事
業
所

は
７
・
３
％
増
の

万
２
０
８
７
カ
所

で

建
設
業
は
労
働
者
の
７
・
７
％


事
業
所
の

・
１
％
を
占
め
た

外
国

人
材
の
働
き
や
す
い
環
境
に
は
国
や
業

界
団
体
な
ど
が
連
携
し
て

日
本
語
教

育
や
技
能
習
得
を
支
援
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る


　
建
設
業
界
で
表
面
化
し
て
い
る
担
い

手
不
足
問
題
は

専
門
工
事
業
で
極
め

て
深
刻
な
状
況
に
あ
る

技
能
者
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず

将
来
的
な

地
域
建
設
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い

る

建
設
経
済
研
究
所
の
﹁
建
設
経
済

レ
ポ

ト
№

﹂
に
よ
る
と

専
門
工

事
業
の
担
い
手
不
足
は
年
々
深
刻
化
し

て
お
り

と
り
わ
け
技
能
者
の
減
少
が

目
立

て
い
る

一
方

技
術
者
に
つ

い
て
は
増
加
傾
向
に
あ
り

職
種
・
地

域
に
よ

て
実
情
は
大
き
く
異
な
る


　
建
設
経
済
研
究
所
に
よ
る
と

建
設

業
の
技
術
者
数
は

年
を
底
に
増
加
へ

転
じ
て
お
り


年
に
は

年
比
で


・
８
％
増
の
約

・
２
万
人
に
な
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る

一
方

技
能
者
は

減
少
傾
向
が
顕
著
で

年
に
は

年
比

で

・
６
％
減
の
約
１
９
１
・
９
万
人

ま
で
落
ち
込
む
と
試
算
さ
れ
て
い
る


　
技
能
者
の
減
少
幅
は
最
も
大
き
い
福

島
県
で

・
２
％
減

最
も
少
な
い
島

根
県
で
２
・
８
％
減
と
都
道
府
県
で
状

況
が
異
な
る

首
都
圏
集
中
の
傾
向
は

依
然
強
く

南
関
東
だ
け
で
全
国
の
４

分
の
１
を
占
め
る
見
通
し
だ

福
島
県

の
大
幅
減
は

震
災
復
興
需
要
の
反
動

と
分
析
さ
れ
て
い
る


　
職
種
別
に
見
る
と

﹁
と
び
﹂
だ
け

が
１
・
３
％
の
微
増
と
予
測
さ
れ
て
い

る
と
び
は
東
日
本
で
減
少
す
る
一
方


西
日
本
の
増
加
に
よ

て
全
体
ベ

ス

で
は
微
増

た
だ
し
高
齢
化
と
入
職
者

減
少
と
い
う
課
題
は
他
の
職
種
と
共
通

で

西
日
本
の
増
加
要
因
は
は

き
り

し
な
い


　
他
の
職
種
は
大
工

・
８
％
減

配

管
従
事
者

・
６
％
減

電
気
工
事
従

事
者

・
０
％
減

土
木
従
事
者

・

５
％
減
と

軒
並
み
大
き
な
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る

こ
の
ま
ま
で
は
地
方

を
中
心
と
し
て

建
設
投
資
に
対
す
る

技
能
者
の
供
給
が
間
に
合
わ
ず

工
事

そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
い
事
態
も
懸

念
さ
れ
る


　
た
と
え
国
交
省
が
掲
げ
る
﹁
２
０
４

０
年
ま
で
に
生
産
性
１
・
５
倍
﹂
の
目

標
が
達
成
さ
れ
て
も

技
能
者
不
足
を

完
全
に
補
う
の
は
難
し
く

焼
け
石
に

水
と
な
る
恐
れ
が
あ
る

加
え
て

地

域
の
建
設
企
業
数
も
減
少
し
て
い
く
と

み
ら
れ
る

こ
れ
は
担
い
手
不
足
だ
け

で
な
く

経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
在
と
い

た
構
造
的
な
問
題
も
要
因

と
な

て
い
る


　
建
設
経
済
レ
ポ

ト
で
は


年
ま

で
に
建
設
企
業
数
は
２
・
８
％
減
少
す

る
と
さ
れ

規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど

減
少
幅
が
大
き
い

企
業
数
の
推
移
は

地
域
差
が
顕
著
で

東
京
都
で

・
２

％
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方

福
井
県

は

・
１
％
減
と
試
算
さ
れ
て
い
る


工
種
別
で
は
総
合
建
設
業

職
種
別
工

事
業

設
備
工
事
業
の
間
に
大
き
な
差

は
見
ら
れ
な
か

た


　
企
業
数
の
減
少
は
倒
産
よ
り
も
自
主

的
な
廃
業
が
多
い
こ
と
も
特
徴
だ

今

後

中
小
建
設
企
業
を
地
域
の
建
設
市

場
に
つ
な
ぎ
と
め
る
に
は

政
策
的
な

支
援
の
強
化
が
急
務
と
な
る




これから

戦後年を見据えた将来予測・分析

次
世
代
に
ど
う
伝
え
る
か

産
業
の
役
割
と
魅
力
を

●●●●Ｍ＆Ａ、異業種連携●●●●

個性ある仲間とのシナジーを目指す

次
期
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

「稼ぐ力」回復し活力ある地域社会へ

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

　
戦
後
１
０
０
年
と
な
る
２
０
４
５

年

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
︵
社
人
研
︶
に
よ
る
と

日
本

の
総
人
口
は

年
比
で
約
２
５
０
０

万
人
減
少
︵
出
生
中
位
推
計
︶
し


１
億
０
８
８
０
万
人
ま
で
落
ち
込
む

と
予
測
さ
れ
る

国
内
市
場
が
急
速

に
縮
み
ゆ
く
将
来
に
備
え

建
設
業

界
で
は
事
業
基
盤
を
維
持

拡
大
す

る
た
め

国
内
外
の
企
業
に
対
す
る

Ｍ
＆
Ａ
︵
企
業
合
併
・
買
収
︶
の
動

き
が
活
発
に
な

て
い
る

事
業
活

動
で
は
生
産
性
を
高
め
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
導
入
や


年
に
カ

ボ
ン

ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
達
成
を
目

指
す
政
府
目
標
に
向
け
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ

関
連
へ
の
投
資
も
顕
著

だ


　
建
設
各
社
の
合
従
連
衡
は


年

４
月
適
用
の
時
間
外
労
働
罰
付
き
上

限
規
制
と
前
後
し
動
き
出
し
た

ゼ

ネ
コ
ン
を
は
じ
め
各
社
の
中
長
期
経

営
計
画
を
概
観
す
る
と

多
く
が
成

長
戦
略
の
一
環
と
し
て
Ｍ
＆
Ａ
を
想

定
し
た
大
型
投
資
枠
を
設
定
し
て
お

り

積
極
姿
勢
が
う
か
が
え
る


　
大
型
再
編
で
は
大
成
建
設
が

年


月
に
佐
藤
秀
を
完
全
子
会
社

ピ


エ
ス
三
菱
︵
現
ピ

エ
ス
・
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ

ン
︶
を
連
結
子
会
社

と
し
た

前
田
建
設
や
前
田
道
路
を

傘
下
に
置
く
イ
ン
フ
ロ
ニ
ア
・
ホ


ル
デ

ン
グ
ス
︵
Ｈ
Ｄ
︶
は

年
１

月
に
日
本
風
力
開
発
を
グ
ル

プ
に

加
え


年
５
月
に
は
三
井
住
友
建

設
の
完
全
子
会
社
化
を
発
表
し
て
い

る

６
月
に
は
み
ず
ほ
銀
行
と
東
北

６
県
の
地
域
建
設
業
７
社
が
共
同
出

資
会
社﹁
東
北
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
建
設
﹂

を
設
立
し

企
業
の
枠
を
超
え
た
広

域
連
携
を
掲
げ
た


　
海
外
で
は

大
林
組
が

年
に
水

処
理
関
連
施
設
を
手
掛
け
る
米
国
の

建
設
会
社
を
買
収
サ
ブ
コ
ン
で
は


ミ
ラ
イ
ト
・
ワ
ン
が
国
際
航
業
と
西

武
建
設
を
傘
下
に
収
め
た

単
に
施

工
能
力
を
確
保
す
る
だ
け
で
は
な

く

橋
梁
建
設
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ

な
ど
個
性
を
持
つ
仲
間
を
迎

え

差
別
化
と
シ
ナ
ジ

︵
相
乗
効

果
︶
創
出
を
目
指
す
狙
い
が
見
て
取

れ
る


　
社
人
研
推
計
で
は

日
本
の
生
産

年
齢
︵



歳
︶
の
人
口
は

年

に
６
０
０
０
万
人
を
割
る
見
通
し


現
場
作
業
の
省
力
化
・
省
人
化
は
必

須
だ

建
設
各
社
は
Ｄ
Ｘ
実
現
へ
試

行
錯
誤
を
続
け
て
お
り

Ｉ
Ｔ
企
業

を
筆
頭
に
異
業
種
と
の
連
携
が
勢
い

を
増
す

日
特
建
設
は
衛
星
放
送
の

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
グ
ル

プ
会
社
ら
と

連
携
し

低
遅
延
映
像
伝
送
技
術
を

使

た
の
り
面
吹
き
付
け
ロ
ボ

ト

の
遠
隔
操
作
技
術
を
開
発
し
た


　
膨
大
な
デ

タ
を
基
に
自
然
な
文

章
や
画
像
を
出
力
す
る﹁
生
成
Ａ
Ｉ
﹂

の
実
用
化
は
日
進
月
歩
だ


年


月
の
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
﹁
チ


ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
﹂
公
開
を
契
機
に
一
気
に
身

近
に
な

た
ツ

ル

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
や
ロ
ボ

ト
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
書
類
作
成
の
支
援
に
と

ど
ま
ら
ず

イ
ン
フ
ラ
管
理
や
技
能

継
承
を
助
け
る
存
在
と
し
て
期
待
さ

れ
る


　
日
立
製
作
所
と
日
立
プ
ラ
ン
ト
サ


ビ
ス
が
開
発
し
た
設
備
管
理
効
率

化
シ
ス
テ
ム
で
は

生
成
Ａ
Ｉ
と
メ

タ
バ

ス
︵
３
Ｄ
仮
想
空
間
︶
を
活

用
し

不
慣
れ
な
作
業
員
を
離
れ
た

場
所
に
い
る
ベ
テ
ラ
ン
が
サ
ポ

ト

で
き
る
仕
組
み

作
業
員
の
多
く
が

在
宅
で
勤
務
す
る
日
も
遠
く
な
い
か

も
し
れ
な
い


経営統合を発表する記者会見で
握手を交わすインフロニアＨＤ
の岐部一誠社長㊧と三井住友建
設の柴田敏雄社長（５月日、東
京都中央区の日本証券取引所）

経済成長実現へインフラ整
備は欠かせない（写真はイ
メージ）

　現在、策定が進む次期社会資本
整備重点計画では、▷活力ある持
続可能な地域社会の形成▷持続的
な経済発展と国土強靱化▷グリー
ン社会実現―の三つに、ＤＸや人
材確保などの基盤整備を加えた４
本柱を重点目標に据える。「社会
資本整備の羅針盤」として中長期
の方向性を示す方針。各柱ごとに
具体的な目標と定量的な重要業績
評価指標（ＫＰＩ）を定める予定
だ。
　このうち「活力ある持続可能な
地域社会の形成」は、政府が打ち出
す「地方創生．」を踏まえ地域の
産業集積など地域の「稼ぐ力」の
回復を目指す。その前提となるコ
ンパクト・プラス・ネットワーク
の普及や高規格道路ネットワーク
の整備などを目標とする。インフ

ラメンテナンスもこの分野に盛り
込む方針で、予防保全への転換、
地域インフラ群再生戦略マネジメ
ント推進、メンテナンス技術向上
などを目標に掲げる。
　「強靱な国土が支える持続的で
力強い経済社会」は、経済成長実
現と国土強靱化の二つが柱。経済
成長に不可欠な人流・物流インフ
ラとして道路や港湾、空港の整備
や機能拡張、大都市の国際競争力
強化、リニア中央新幹線などの実
現を打ち出す。国土強靱化を巡っ
ては、事前防災をテーマに流域治
水対策や上下水道一体の耐震化、
橋梁の耐震性強化、港湾の協働防
護などを目標とする。水災害リス
ク情報の充実、テックフォース
（緊急災害対策派遣隊）の機能強
化も盛り込む。

　政府が掲げる年までの実質
的な二酸化炭素（ＣＯ）排出量
ゼロ（ＣＮ）実現に向け、カーボ
ンニュートラルポートの取り組み
強化や洋上風力発電の導入促進、
建設生産プロセスでの脱炭素化な
どの施策を展開。下水汚泥の再生
活用や建設廃棄物リサイクル、建
設発生土の有効活用など循環型社
会への転換も進める。
　これらを推進する基盤として、
社会資本整備を支える官民連携の
推進や人材確保、ＤＸ推進なども
必要だ。新技術の導入促進や建設
キャリアアップシステム（ＣＣＵ
Ｓ）の活用拡大、国土交通データ
プラットフォームの連携拡大など
を掲げる。
　社会資本整備重点計画が定める
計画期間は５年間だが、さらに先

も意識した計画となる見込みだ。
現行計画と比較すると「選択と集
中」の文言が消え、代わりに地方
や国土強靱化に多くの分量を割く
など、課題意識の変化をうかがわ
せる。ただ不確実な時代に次のリ
スクが必ずしも見通せるわけでは
ない。政府の施策にも柔軟性やモ
ニタリングによる適時適切な計画
見直しが求められる。



これから

建設業の担い手確保

旧
来
制
度
・
構
造
の
機
能
不
全
顕
著
に

　
建
設
労
働
市
場
展
望
　
　

法
政
大
学
准
教
授
惠
羅
さ
と
み
氏
に
聞
く

技能育成へ集団的な枠組み必要
従
来
に
な
い
新
た
な
視
座
で
対
策
を

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

日本の建設労働力供給構造の変遷
日本の国土開発 労働力供給の在り方 業界構造や労使関係

（惠羅氏への取材を基に作成）

アメリカ合衆国 日本
保護された労働市場 流動的労働市場
集団的労使交渉 重層的下請制度
労使共同の強固な結合 国家主導、元請
公的見習い制度 個別の現場徒弟制度
労組労働者供給制度 下請労務業者
強い 弱い
商工業大規模建築 住宅小規模建築
労働市場統制 相互扶助・セーフティーネット
参入障壁の存在 末端労働市場との連続性

（惠羅氏の著書『建設労働と移民』から）

労組の組織交渉力
労組の組織基盤
労組の組織論理
他者の排除・編入

労働者供給

日本とアメリカの建設業の歴史的・制度的な対照性

歴史的労働市場
歴史的労使関係
産業秩序形成主体
技能形成

戦後の開発主
義国家としての
「土建国家」

・「全国総合開発計画」
（1962～2005年）

・国内出稼ぎ労働者の吸収
・雇用の受け皿（兼業や他産業から
の失業者含む）

・縁故による新規入職

・産業民主化の下での請負構造（親
方制度）の温存

・重層下請構造と責任施工の進展
・個別企業による技能者の囲い込み
と育成

・職人組合（社会保障制度闘争）

1990年代後半
以降
（ポスト構造改
革期）

・量的拡大から縮小／重
点化へ転じる

・「聖域なき構造改革」

・労働力の退出・他産業へ
・高齢化の進展、入職者の減少
・外国人労働者の限定的受け入れ（技
能実習生、「非正規」滞在者含む）

・重層下請構造の垂直統合の下で
のダンピング

・一人親方化、個人請負の増加
・技能育成の停止

2010年代以降
（ポスト震災期）

・「日本再興戦略」
・「国土強靱化」

・外国人労働者受け入れ促進
・越境的労働市場の拡大
・管理強化（就労履歴システムへの
統合など）

・国内では働き方改革と建設キャリ
アアップシステムの進展、担い手
３法などの産業政策

・新たな在留資格における国内外で
の技能講習と試験

　
建
設
業
が
目
下
抱
え
る
最
大
の
課

題
と
さ
れ
る
担
い
手
不
足
に
は

ど

の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
と
構
造
的
要

因
が
あ
る
の
か

日
米
の
建
設
労
働

市
場
に
詳
し
い
惠
羅
さ
と
み
法
政
大

学
社
会
学
部
准
教
授
は

国
内
市
場

の
先
行
研
究
も
参
考
に

日
本
の
建

設
業
の
労
務
供
給
構
造
の
転
換
点
を

示
す


　
建
設
労
働
市
場
は
高
度
経
済
成
長

期
に
は
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
市
場
と

し
て

バ
ブ
ル
崩
壊
後
も
公
共
投
資

に
下
支
え
さ
れ
る
形
で
他
産
業
か
ら

の
失
業
者
の
受
け
皿
と
し
て
拡
大


１
９
９
７
年
に
建
設
業
就
業
者
は
ピ


ク
の
６
８
５
万
人
に
達
し
た

こ

う
し
た
量
的
な
拡
大
と
同
時
に
発
展

し
た
の
が
重
層
下
請
構
造
だ


年

代
に
は
元
請
の
経
営
効
率
化
の
観
点

か
ら
も
下
請
に
よ
る
﹁
責
任
施
工
﹂

が
進
展
す
る

元
請
か
ら
下
請
へ
の

機
能
移
転
が
進
み

技
術
面
な
ど
の

管
理
機
能
も
下
請
が
担
う
よ
う
に
な

る


　
し
か
し
﹁
聖
域
な
き
構
造
改
革
﹂

の
ス
ロ

ガ
ン
に
代
表
さ
れ
る
経
済

政
策
の
転
換
が
あ

た

年
代
後
半


２
０
０
０
年
代
に
建
設
投
資
が
大

幅
な
減
少
に
転
じ
る
と

労
働
市
場

も
質
の
部
分
で
大
き
く
変
容
す
る


　
従
来
の
よ
う
に
仕
事
量
が
保
証
さ

れ
ず
競
争
市
場
と
し
て
の
色
合
い
が

濃
く
な
る
中
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が

横
行

経
営
の
不
安
定
化
か
ら
専
門

工
事
会
社
に
は
雇
用
を
切
り
離
す
動

き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る

社
会
保

険
加
入
な
ど
労
働
関
係
法
令
の
規
制

逃
れ
を
目
的
と
し
て
偽
装
請
負
的
な

形
態
も
含
め
て
﹁
一
人
親
方
化
・
個

人
請
負
化
が
進
ん
だ
﹂
と
惠
羅
氏
は

説
明
す
る
□

　
　
　
□

　
惠
羅
氏
に
よ
る
と

米
国
と
の
比

較
で
日
本
の
建
設
業
は
﹁
保
護
さ
れ

な
い
労
働
市
場
﹂
と
定
義
で
き
る


専
属
的
に
従
事
す
る
技
能
者
も
正
規

雇
用
を
前
提
と
せ
ず

仕
事
量
は
繁

閑
で
左
右
さ
れ
る

雇
用
さ
れ
る
中

で
給
与
を
得
る
の
で
は
な
く

重
層

構
造
の
中
で
の
請
負
契
約
に
基
づ
き

﹁
職
人
と
し
て
の
腕
﹂
で
稼
ぐ
こ
と

に
な

て
い
る


　
一
方

米
国
は
近
代
化
・
都
市
化

の
過
程
で
職
種
ご
と
の
ユ
ニ
オ
ン

︵
労
働
組
合
︶
に
よ
る
組
織
化
が
進

展

日
本
の
明
治
時
代
に
当
た
る
時

期
に
は
﹁
ユ
ニ
オ
ン
を
通
じ
た
正
規

雇
用
の
労
働
者
化
﹂
が
各
都
市
で
進

ん
で
い
た
と
い
う

欧
州
諸
国
も
含

め
て
職
種
別
に
最
低
賃
金
な
ど
を
定

め
る
集
団
的
な
労
働
協
約
が
締
結
さ

れ
る
ケ

ス
が
多
く

労
使
間
の
集

団
的
な
交
渉
が
定
着
し
て
い
る


　
日
本
の
建
設
業
で
は
﹁
労
使
関
係

と
い
う
概
念
が
も
と
も
と
希
薄
だ
﹂

と
惠
羅
氏
は
指
摘
す
る

米
国
の
ユ

ニ
オ
ン
と
同
じ
よ
う
な
労
務
供
給
や

技
能
育
成
の
機
能
を
日
本
で
担

て

い
た
の
は﹁
親
方
制
度
﹂だ
と
す
る


労
使
関
係
で
対
等
に
取
り
決
め
ら
れ

て
い
る
部
分
が

親
方

制
度
の
下
で
請
負
関
係

に
左
右
さ
れ
る
構
図
と

な

て
い
る


　
惠
羅
氏
は
こ
う
し
た

歴
史
的
背
景
か
ら
日
本

で
は
親
方
制
度
を
ベ


ス
と
す
る
﹁
イ
ン
フ



マ
ル
な
︵
法
令
な
ど

で
制
度
化
さ
れ
て
い
な

い
︶育
成
シ
ス
テ
ム
﹂が

主
流
だ

た
と
み
る


実
質
的
な
ス
キ
ル
形
成

は
現
場
で
の
﹁
見
よ
う

見
ま
ね
﹂
と
な
り

そ

の
評
価
や
処
遇
が
公
的
な
制
度
で
基

礎
付
け
ら
れ
て
い
な
い

近
代
的
な

見
習
い
制
度
と
労
働
協
約
が
結
び
付

き

労
使
間
の
パ

ト
ナ

シ

プ

に
基
づ
き
ユ
ニ
オ
ン
主
体
の
職
業
訓

練
校
が
現
在
ま
で
運
営
さ
れ
て
き
た

米
国
と
は
対
照
的
だ


□
　
　
　
□

　
一
人
親
方
化
・
個
人
請
負
化
を
通

じ
雇
用
の
外
部
化
が
進
む
中
で

技

能
育
成
は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
格
好

だ

構
造
改
革
の
時
期
以
降

旧
来

的
な
親
方
制
度
は
町
場
の
現
場
を
中

心
に
機
能
不
全
と
な
り

技
能
育
成

の
機
能
も
弱
ま

て
い
る

一
方


技
能
者
の
人
手
不
足
と
高
齢
化
が
顕

在
化
す
る
中
で
外
国
人
就
労
者
の
受

け
入
れ
が
加
速
し
て
い
る


年
度

に
育
成
就
労
制
度
が
開
始
す
る
と


既
存
の
特
定
技
能
制
度
と
一
体
的
に

運
用
さ
れ
る
こ
と
で
中
長
期
の
キ


リ
ア
形
成
を
促
す
方
向
と
な
り

技

能
育
成
の
重
要
度
も
格
段
に
増
す


　
た
だ
し
集
団
的
な
労
使
関
係
が
存

在
せ
ず

競
争
市
場
を
前
提
と
す
る

中
で
は

労
務
供
給
や
技
能
育
成
の

面
で
個
社
ご
と
に
労
働
力
の
﹁
囲
い

込
み
﹂
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
と
惠
羅
氏
は
懸
念
す
る

将

来
的
な
外
国
人
材
の
大
量
就
労
も
念

頭
に
置
き
﹁
︵
技
能
育
成
を
︶
集
団

的
に
取
り
組
む
し
か
な
い
フ


ズ

に
入

て
い
る
﹂
と
指
摘

技
能
職

種
別
の
労
働
市
場
と
し
て
横
の
つ
な

が
り
を
持
ち
つ
つ
﹁
キ

リ
ア
ア


プ
の
道
筋
を

個
々
人
の
努
力
や


企
業
単
位
の
現
場
育
成
だ
け
で
は
な

く

職
種
別
の
集
団
的
な
枠
組
み
で

進
め
る
べ
き
だ
﹂
と
主
張
す
る


　
専
門
工
事
業
団
体
や
元
請
・
下
請

を
含
む
建
設
会
社
の
一
部
で
は

技

能
者
の
中
長
期
の
キ

リ
ア
形
成
を

視
野
に
入
れ
た
教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
先
ん
じ
て
展
開
す
る
動
き
も

出
て
き
て
い
る

短
期
的
に
は
個
社

の
囲
い
込
み
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
あ

て
も

多
く
の
動
き
が
重

な
れ
ば
大
き
な
う
ね
り
に
な
る

今

後
の
業
界
の
行
く
末
を
見
据
え

フ



マ
ル
な
制
度
と
し
て
新
た
な
育

成
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
つ
く
る
か

業

界
側
の
構
想
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る


　
戦
後
の
豊
富
な
建
設
投
資
に
支
え
ら
れ
る
形
で

建
設
業
は
他
産
業
か
ら
流
入
す
る
労
働
力
の
受
け
皿
と
な
り
な
が
ら
成
長
し
て

き
た

バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
て
の
投
資
抑
制
と
と
も
に
就
業
者
数
は
減
少
に
転
じ

官
民
の
投
資
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
今
も
減
少
に
歯

止
め
が
か
か

て
い
な
い

高
齢
化
と
と
も
に
熟
練
層
の
離
脱
も
進
む
中

新
た
な
視
座
で
担
い
手
確
保
・
育
成
策
を
展
開
す
る
必

要
が
あ
る

一
方

こ
れ
ま
で
業
界
で
あ
ま
り
受
け
入
れ
て
こ
な
か

た
担
い
手
の
活
躍
も
広
が

て
い
る

日
米
の
建
設
労
働
市

場
に
詳
し
い
法
政
大
学
社
会
学
部
の
惠
羅
さ
と
み
准
教
授
に
話
を
聞
く
と
と
も
に
先
進
的
な
建
設
関
連
会
社
を
紹
介
す
る




これから

建設業の担い手確保

人
生
を
包
括
し
て
支
え
る

　
　
　
　
　
　
和
光
産
業︵
松
江
市
︶

﹁
建
福
連
携
﹂の
輪
を
広
げ
る

　
　
　
　
　
　
オ
リ
ビ
オ︵
高
松
市
︶

　障害の有無超え　　　活躍できる業界へ

キ

リ
ア
プ
ラ
ン
作
り
育
成

　

　
矢
島
鉄
筋
工
業︵
東
京
都
墨
田
区
︶

　外国人材と　　　　共生する環境を

　
　
技
能
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（１１） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

　
障
害
が
あ
る
働
き
手
も
建
設
業
を

支
え
る
一
翼
を
担
う

全
国
で
約
１

１
５
０
万
人︵
２
０
２
２
年
時
点
厚

生
労
働
省
調
べ
︶
の
障
害
者
の
活
躍

の
場
を
広
げ
る
た
め
活
動
す
る
全
国

障
害
者
雇
用
事
業
所
協
会︵
全
障
協
︶

の
会
長
を
務
め
る
の
は

松
江
市
で

床
版
や
車
止
め
を
製
造
す
る
和
光
産

業
の
加
藤
勇
社
長

障
害
者
が
社
員

の
約
２
割
を
占
め
る
同
社
は

１
９

７
３
年
の
創
業
か
ら
﹁
人
生
を
包
括

し
て
支
え
る
﹂
︵
加
藤
社
長
︶
ス
タ

イ
ル
で
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た


　
同
社
は
義
務
教
育
を
終
え
た
障
害

者
の
﹁
預
か
り
施
設
﹂
と
し
て
支
援

活
動
を
始
め
た

こ
う
し
た
経
緯
か

ら
﹁
で
き
る
だ
け
壁
に
ぶ
つ
か
ら
ず

に
人
生
を
送
る
に
は

社
会
に
出
る

前
の
教
育
が
欠
か
せ
な
い
﹂
と
加
藤

社
長

同
社
グ
ル

プ
の
社
会
福
祉

法
人
・
若
幸
︵
わ
こ
う
︶
会
で
は


障
害
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
と
な
る
放
課
後
等
デ
イ
サ

ビ

ス
の
ほ
か

親
な
き
後
の
生
活
も
サ

ポ

ト
す
る
た
め
に
特
別
養
護
老
人

ホ

ム
も
運
営
し
て
い
る

こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
珍
し
く

最
近
は

自
治
体
や
企
業
の
担
当
者
も
多
く
視

察
に
訪
れ
る


　
加
藤
社
長
は
全
障
協
の
会
長
と
し

て

全
国
７
ブ
ロ

ク
で
年
２
回
ず

つ
開
か
れ
る
会
議
に
も
足
を
運
ぶ


各
企
業
で
障
害
者
雇
用
を
担
当
す
る

社
員
を
見
て
い
る
と
﹁
初
め
は
受
け

身
だ
が

１

２
年
す
る
と
そ
の
仕

事
に
﹃
の
め
り
込
む
﹄

求
め
な
く

て
も
積
極
的
に
意
見
を
提
案
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
い
う


　
障
害
者
雇
用
で
は
﹁
経
験
に
勝
る

知
恵
は
な
い
﹂
と
加
藤
社
長

創
業

か
ら

年
以
上
の
経
験
で
培

た
ノ

ウ
ハ
ウ
を

協
会
活
動
を
通
じ
て
全

国
の
企
業
と
共
有
し
て
い
く


　
建
設
業
と
福
祉
が
連
携
し
た
新
領

域
﹁
建
福
連
携
﹂
の
拠
点
が
２
０
２

４
年
７
月

高
松
市
で
立
ち
上
が


た

同
市
の
新
日
本
建
工
︵
岡
村
真

史
社
長
︶
の
子
会
社
で
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
所
の﹁
オ
リ
ビ
オ
﹂は


社
会
復
帰
を
目
指
す

人
の
障
害
者

ス
タ

フ
が
勤
務

ボ
ル
ト
と
ナ


ト
を
組
み
合
わ
せ
て
天
井
材
を
支
え

る
つ
り
ボ
ル
ト
を
製
作
し
て
い
る


　
つ
り
ボ
ル
ト
は
建
設
現
場
で
職
人

が
組
み
立
て
る
場
合
が
多
い

建
物

の
延
べ
床
面
積
に
対
し
て
１
・
２


１
・
５
倍
も
の
本
数
が
必
要
な
た
め


作
業
工
数
が
増
加
す
る
原
因
と
な


て
い
る

オ
リ
ビ
オ
が
行

た
実
証

実
験
で
は

１
万
平
方

規
模
の
現

場
で
使
う
つ
り
ボ
ル
ト
を
同
社
で
製

作
し
た
と
こ
ろ

既
存
の
方
法
に
比

べ
て
約

％
の
工
数
を
削
減
で
き

た


　
同
社
の
福
原
孝
悟
社
長
は
﹁
作
業

を
い

た
ん
覚
え
れ
ば
ス
ム

ズ
に

で
き
る
よ
う
に
な
る

そ
の
点
は
障

害
が
な
い
人
と
変
わ
ら
な
い
﹂
と
話

す

本
数
や
精
度
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
月
１
回
の
会
議
を
開
い
た

り

作
業
場
の
写
真
を
見
せ
て
業
務

改
善
を
促
し
た
り
す
る
な
ど

ク
オ

リ
テ


の
確
保
に
余
念
が
な
い


　
今
後
は
専
門
工
事
業
他
業
種
で
使

う
部
材
の
生
産
の
ほ
か

他
地
域
の

Ａ
型
事
業
所
へ
の
ス
キ

ム
拡
大
も

狙
う
﹁
建
福
連
携
の
輪
を
広
げ
る


障
害
者
の
労
働
力
活
用
に
対
す
る
イ

メ

ジ
を
変
え
て
い
き
た
い
﹂
と
力

を
込
め
る


生
活
全
体
を
サ
ポ

ト

す
る
体
制
を
整
え
て
い

る︵
若
幸
会
資
料
か
ら
︶

つ
り
ボ
ル
ト
の
製
作
︵
オ
リ
ビ
オ
提
供
︶

技
能
士
の
学
科
講
習

矢
島
社
長

は
一
人
一
人
に
声
を
掛
け

理
解

度
を
確
か
め
る

ギ


ザ
作
り
大
会
︵
矢
島
鉄

筋
工
業
提
供
︶

　
専
門
工
事
業
の
現
場
は

今
や
外

国
人
材
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
と

言

て
も
過
言
で
は
な
い

東
京
都

鉄
筋
業
協
同
組
合
︵
東
鉄
協

新
妻

尚
祐
理
事
長
︶
の
副
理
事
長
を
務
め

る
矢
島
鉄
筋
工
業︵
東
京
都
墨
田
区
︶

の
矢
島
孝
夫
社
長
は

﹁
鉄
筋
工
事

業
の
担
い
手
の
３
分
の
１
が
外
国
人

材
だ

３

４
年
後
に
は
半
分
を
超

え
る
だ
ろ
う
﹂
と
話
す

同
社
は
特

定
技
能
外
国
人
の
キ

リ
ア
プ
ラ
ン

﹁
生
涯
ビ
ジ

ン

年
﹂を
つ
く
り


東
鉄
協
の
技
能
士
講
習
を
本
社
工
場

で
開
く
な
ど

外
国
人
材
と
共
生
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
活
発
に
動
い

て
い
る


　
生
涯
ビ
ジ

ン
で
は

入
社

後
２
年
目
で
未
経
験
で
も
受
け

ら
れ
る
３
級
技
能
士
を
取
得

し

３
年
目
で
２
級
技
能
士
に

挑
戦
し
て
も
ら
う

技
能
が
欠

か
せ
な
い
玉
掛
け
や
５

未
満

ク
レ

ン

高
所
作
業
車

足

場
な
ど
の
資
格
も
並
行
し
て
取

得

順
調
に
進
め
ば

５
年
で

１
級
技
能
士
に
合
格
す
る
と
と

も
に
特
定
技
能
２
号
を
取
得
で

き
る


　
矢
島
社
長
は
﹁

歳
で
入
社

し
た
場
合
は
基
本
給
に
年
２
回

の
賞
与

技
能
手
当
な
ど
も
加
え
れ

ば

５
年
間
で

万
円
近
く
昇
給
で

き
る
こ
と
に
な
る

こ
う
し
た
ス
テ


プ
ア

プ
を
具
体
的
に
示
す
こ
と

で

モ
チ
ベ

シ

ン
に
つ
な
げ
ら

れ
る
﹂
と
狙
い
を
話
す


　
技
能
士
取
得
に
向
け
た
勉
強
は


会
社
が
手
厚
く
サ
ポ

ト
す
る

本

社
工
場
で
行
う
技
能
士
試
験
１

２

級
の
講
習
で
は

矢
島
社
長
ら
が
講

師
と
な
り
学
科

実
技
の
両
試
験
の

ポ
イ
ン
ト
を
教
え
る

講
習
会
は
５

年
前
か
ら
行

て
お
り

﹁
最
初
の

参
加
者
は
２
人
だ

た
が

今
年
１

月
に
行

た
講
習
は

人
以
上
が
受

講
し
て
く
れ
た
﹂
︵
矢
島
社
長
︶
と

い
う


　
同
社
で
は
﹁
実
習
生
内
で
教
え
合

う
コ
ミ

ニ
テ


が
出
来
上
が


て
い
る
﹂
︵
矢
島
社
長
︶

入
社
同

期
内
で
リ

ダ

格
と
な
る
実
習
生

に
は
﹁
リ

ダ

手
当
﹂
を
付
与
す

る

実
習
生
が
ク
レ

ン
な
ど
の
免

許
を
取
得
す
る
際
は
通
訳
が
必
要
と

な
る
が

日
常
的
に
使
わ
れ
る
日
本

語
を
あ
る
程
度
理
解
で
き
る﹁
Ｎ
３
﹂

レ
ベ
ル
の
実
習
生
に
通
訳
と
な

て

も
ら
い

建
設
技
能
人
材
機
構
︵
Ｊ

Ａ
Ｃ
︶
を
通
し
て
通
訳
料
を
支
払
う

と
い
う
取
り
組
み
も
行

て
い
る


　
日
本
語
の
上
達
に
向
け

業
務
の

一
環
と
し
て
日
本
語
の
勉
強
会
も
開

催

勉
強
会
の
後
は
参
加
者
一
同
で

懇
親
会
を
開
く
の
が
恒
例
と
な

て

い
る

そ
の
ほ
か
に
も
お
花
見
や
餅

つ
き

バ

ベ
キ


な
ど
の
﹁
普

段
か
ら
仲
良
く
な
る
た
め
の
レ
ク
リ

エ

シ

ン
は
欠
か
さ
な
い
﹂
︵
矢

島
社
長
︶
と
い
う


　
こ
う
し
た
数
々
の
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
て
か

い

た
ん
母
国
に
戻


て
か
ら
再
び
入
国
し

就
職
し
直

し
た
社
員
も
い
る

矢
島
社
長
は

﹁
実
習
生
一
人
一
人
に
寄
り
添

て

き
た

も
う
一
度
日
本
に
戻

て
き

て
就
職
し
た
い
と
い
う
例
は

今
後

さ
ら
に
増
え
る
だ
ろ
う
﹂
と
自
信
を

見
せ
る


　
職
人
の
人
手
不
足
が
顕
在
化
す
る

中
で

専
門
工
事
業
全
体
の
風
潮
も

変
わ

て
き
た
と
い
う

﹁
以
前
は

技
能
実
習
の
滞
在
期
限
の
５
年
ご
と

に
ロ

テ

シ

ン
す
れ
ば
い
い
と

い
う
考
え
の
企
業
も
多
か

た

今

は
特
定
２
号
へ
と
育
て
て

恒
久
的

に
自
社
の
戦
力
に
し
よ
う
と
い
う
考

え
が
強
く
な

て
い
る
﹂
と
矢
島
社

長

外
国
人
材
の
重
要
性
が
高
ま
る

中

同
社
の
取
り
組
み
は
注
目
が
さ

ら
に
集
ま
り
そ
う
だ




これから

建設業の担い手確保

長
期
研
修
で
重
点
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
工
業
社

文理問わず適性見極め
ハタコンサルタント

　増える文系出身技術者　　調整力など長所に期待

生
活
両
立
の
モ
デ
ル
つ
く
る

　
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
設
備
女
子
会

　女性技術者定着へ　　　　「今は過渡期」

　
　
技
術
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

現場技術者として働く朝日工業社の
長谷川さん（朝日工業社提供）

　建設業専門のコンサルタント事業を展開す
るハタコンサルタント（名古屋市中村区）の
降籏達生代表取締役は、高校の普通科や大学
の文系学部など非理系学科の出身者が「この
５年ほどで増えた」と実感する。毎年人
ほどが受講する同社の新卒者向け研修では、
事務系を含む受講生の約４割を非理系出身者
が占めるようになった。
　採用が活発な大きな要因として、降籏氏は
年代の建設不況時に工業系学科が閉鎖さ
れた影響で、理系出身が減少し採用環境が非
常に厳しくなったと指摘する。同時に、デジ
タル技術の進歩により事務職が担える書類作
成などの業務が増え、入職しやすくなった点
も大きいとみる。
　降籏氏は自らもゼネコンで数多くの大型土
木工事に携わった経験を持つ。技術者に必要
な能力を▷技術力▷コミュニケーション力▷
リーダーシップの三つと定義した上で「理
系、文系の技術者は一長一短だ」と分析する。
技術力は理系、コミュニケーション力は文系
が秀でており、リーダーシップは文理に関係
なく個人の資質に基づくという。「建設業は
仲間と働く仕事。さらに暑くても雨が降って
も屋外で働く時もある。文理を問わず、企業
は適性を見極め人材を配置する必要がある」
と強調する。

　
建
設
業
界
で
文
系
出
身
の
新
卒
者

を
技
術
職
に
採
用
す
る
潮
流
が
生
ま

れ
て
い
る

き

か
け
の
一
つ
は
２

０
２
４
年
度
に
施
工
管
理
技
士
の
検

定
受
検
資
格
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と

だ

必
要
な
実
務
経
験
年
数
が

歳

以
上
で
あ
れ
ば
学
歴
に
か
か
わ
ら
ず

短
縮
さ
れ
た
し
か
し
企
業
側
は
単

に
人
手
不
足
を
補
う
だ
け
で
な
く


文
系
の
長
所
を
生
か
す
調
整
力
や
コ

ミ

ニ
ケ

シ

ン
力
を
期
待
す

る


　

年
春
に
空
調
衛
生
設
備
工
事
大

手
の
朝
日
工
業
社
に
入
社
し
た
長
谷

川
奏
太
さ
ん
は

経
営
学
部
卒

同

社
が
初
め
て
技
術
職
と
し
て
新
卒
採

用
し
た
文
系
出
身
者
２
人
の
う
ち
の

１
人
だ

現
在
は
北
海
道
支
店
で
現

場
研
修
を
受
け
て
い
る

大
学
で
の

環
境
問
題
に
関
す
る
講
義
を
き

か

け
に

結
び
付
き
が
強
い
建
設
業
に

関
心
を
抱
い
た

就
職
活
動
中
に
文

系
で
技
術
職
に
応
募
で
き
る
と
知

り

働
き
が
い
を
持
て
そ
う
だ
と
感

じ
た
と
い
う


　
入
社
後
の
座
学
研
修
で
は
専
門
的

な
内
容
に
苦
戦
す
る
時
も
あ

た

が

﹁
専
攻
に
関
係
な
く
各
分
野
に

強
い
同
期
が
支
え
て
く
れ
た
﹂
と
振

り
返
る

ま
ず
は
﹁
現
場
の
工
程
を

全
て
把
握
し
て
お
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
﹂
と
目
標
を
掲
げ
る


　
同
社
総
務
本
部
人
事
部
人
財
開
発

課
の
高
橋
智
彦
課
長
は
技
術
職
で
文

系
の
新
卒
採
用
を
始
め
た
理
由
に


中
途
採
用
で
実
務
経
験
を
持
つ
文
系

出
身
者
の
活
躍
事
例
を
挙
げ
る


﹁
施
工
管
理
技
士
が
理
系
か
文
系
か

で
現
場
の
声
に
差
は
な
か

た

採

用
市
場
が
厳
し
く
な
る
中

文
系
に

も
間
口
を
広
げ
た
﹂と
語
る
﹁
施
工

管
理
の
仕
事
は
マ
ル
チ
タ
ス
ク
で


現
場
の
人
と
仕
事
の
優
先
順
位
を
調

整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

細
か
な

気
遣
い
や
積
極
性
な
ど
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
能
力
が
生
き
る
﹂と
話
す


　
同
社
は
今
春
も
技
術
職
に
文
系
人

材
を
９
人
迎
え
た

以
前
か
ら
新
入

社
員
の
約
４
割
を
建
築
専
攻
で
は
な

い
学
生
が
占
め
て
お
り

研
修
期
間

は
１
年
９
カ
月
と
長
め
に
設
け
て
い

る

基
礎
知
識
の
座
学
で
は

特
に

熱
負
荷
や
設
計
と
い

た
計
算
を
少

人
数
で
重
点
的
に
指
導
す
る
体
制
を

整
え
る

高
橋
課
長
は
﹁
研
修
成
績

で
は
文
系
出
身
者
が
上
位
に
来
る
こ

と
も
あ
る

文
系
だ
か
ら
と
諦
め
る

の
は
も

た
い
な
い

建
設
業
に
関

心
が
あ
れ
ば
引
け
目
を
感
じ
ず
に
来

て
ほ
し
い
﹂
と
呼
び
掛
け
る


２
月
に
東
京
都
内
で
開
か
れ
た

設
備
女
子
会
主
催
の
Ｄ
Ｘ
セ
ミ

ナ

︵
設
備
女
子
会
提
供
︶

　
生
産
年
齢
人
口
︵



歳
︶
の

減
少
に
伴
い
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
で
人
手
不
足
が
課
題
と
な
る
中


人
材
が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

環
境
の
整
備
が
重
要
性
を
増
し
て
い

る

２
０
２
２
年
４
月
に
は
改
正
女

性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
が


﹁
建
設
業
は
女
性
活
躍
が
特
に
進
ん

で
い
な
い
業
種
﹂と
指
摘
す
る
の
は


建
築
設
備
技
術
者
協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｍ

Ｅ
Ｅ
︶
の
設
備
女
子
会
の
宮
坂
裕
美

子
会
長
︵
日
建
設
計
︶
だ

現
状
を

﹁
今
は
過
渡
期
﹂
と
語
る


　
総
務
省
や
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に

よ
る
と

建
設
業
で
女
性
就
業
者
が

占
め
る
比
率
は

・
１
％
︵

年
︶

と

業
種
別
で
最
下
位

女
性
管
理

職
比
率
は
９
・
２
％
︵

年
︶
と
製

造
業
に
次
い
で
低
い


　
設
備
女
子
会
は
特
に
少
な
い
女
性

設
備
技
術
者
が
情
報
を
交
換
し
発
信

す
る
ネ

ト
ワ

ク
を
構
築
し
よ
う

と


年

月

日
の
﹁
建
築
設
備

士
の
日
﹂
に
合
わ
せ
発
足
し
た

全

国
８
地
域
に
支
部
を
設
け

現
在
は

約
５
０
０
人
が
活
動
す
る

交
流
会

や
現
場
見
学
会

学
生
向
け
セ
ミ
ナ


に
加
え

Ｄ
Ｘ
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る


宮
坂
会
長
は
創
立
メ
ン
バ

の
一
人

で

年
４
月
か
ら
会
長
を
務
め
る


﹁
発
足
当
初
は
楽
し
く
交
流
し
ま
し


う
と
い
う
感
じ
だ

た


年
ご

ろ
か
ら
業
界
全
体
の
課
題
を
話
し
合

う
よ
う
に
な

た
﹂
と
振
り
返
る


　
大
企
業
の
育
児
休
暇
取
得
率
の
公

表
が
義
務
化
さ
れ
た

年
に
は
育
休

を
経
験
し
た
建
設
業
の
男
女
を
招

き

取
得
す
る
際
の
不
安
や
工
夫


周
囲
の
サ
ポ

ト
や
課
題
で
意
見
を

交
わ
し
た

建
設
業
で
働
き
続
け
る

キ

リ
ア
イ
メ

ジ
の
共
有
を
目
指

し
た


　
こ
こ
数
年

建
設
業
界
の
門
を
た

た
く
女
性
が
増
え

設
備
女
子
会
の

地
道
な
活
動
の
意
義
を
実
感
し
て
い

る

一
方

入
社
し
て
も



代

に
な
る
と
夫
の
転
勤
な
ど
を
機
に
退

職
す
る
傾
向
に
懸
念
を
示
す

宮
坂

会
長
は
定
着
が
難
し
い
原
因
の
一
つ

に

家
庭
生
活
と
両
立
す
る
標
準
モ

デ
ル
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
る

﹁
先

輩
の
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

標
準
モ
デ
ル
と
は
言
わ
な
い
ま

で
も
Ａ
さ
ん

Ｂ
さ
ん

Ｃ

さ
ん
の
良
い
と
こ
取
り
し
た

理
想
の
﹃
パ

ツ
モ
デ
ル
﹄

を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
﹂

と
話
す


　
建
設
業
界
の
特
徴
を
﹁
多

重
構
造
の
関
係
性
が
密
接

で

全
部
が
つ
な
が
る
﹂
と

す
る

働
き
方
改
革
を
進
め

る
に
は
﹁
建
設
業
界
全
体
で

同
じ
方
向
を
向
き

意
識
を

変
え
な
い
と
い
け
な
い

も

う
ち


と
い
ろ
い
ろ
な
人

が
働
き
や
す
い
環
境
に
す
る

こ
と
が
重
要
だ
﹂
と
強
調
す

る


　
﹁

代
で
は
女
性
技
術
者

が
増
え
て
き
た

３
割
を
超

え
れ
ば
意
識
が
自
然
と
変
わ
り

ノ


マ
ル
に
な
る

今
は
過
渡
期

業

界
に
入

た
女
性
が

い
か
に
辞
め

ず
に
続
け
ら
れ
る
か
が
企
業
の
ミ


シ

ン
だ
﹂
と
宮
坂
会
長

人
材
確

保
の
観
点
か
ら
も
企
業
側
に
は
育
休

取
得
率
や
女
性
管
理
職
比
率

ダ
イ

バ

シ
テ


＆
イ
ン
ク
ル

ジ


ン
︵
Ｄ
＆
Ｉ
︶
の
推
進
状
況
に
関
す

る
デ

タ
を
公
開
し
ア
ピ

ル
す
る

必
要
性
を
説
く


　
﹁
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
は


男
性
も
働
き
や
す
い
と
考
え
る

い

つ
か
男
女
を
特
段
意
識
し
な
く
て
も

よ
く
な
り

設
備
女
子
会
が
発
展
的

解
消
に
至
る
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
先

を
見
据
え
る




これから

持続可能な社会の実現

人
口
減
少
下
の
日
本
　
　
　
　

国
土
強
靱
化
を
ど
う
進
め
る
の
か

国交省有識者会議「経営の広域化」を提言

官
主
導
も
民
の
知
見
有
効
活
用

　健全な上下水道事業へ　

（１３） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部
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対象人口別の事業体数と平均職員数（2022年度）
（給水人口）

（汚水処理人口）

※2022年度水道統計を基に作成
※水道事業（簡易水道事業を除く）を対象

※2022年度下水道統計を基に作成
※公共下水道事業を対象

（国交省資料を基に作成）

　
戦
後
１
０
０
年
超
が
た
つ
２
０
５
０
年

国
内
の
労
働
力
人
口
は
現
在
よ
り
も
約
１
割
少
な
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中

災
害
大
国
日
本
に
と

て
国
土
強
靱
化
は
永

遠
の
テ

マ

国
民
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
有
事
に
備
え
た
首
都
機
能
の
分
散
化

激

甚
災
害
の
原
因
の
一
つ
と
な

て
い
る
温
暖
化
｜
｜

人
々
の
﹁
英
知
﹂
と
優
れ
た
﹁
技
術
﹂
は

持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
に
な
く
て
は
な
ら
な
い


　
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を

支
え
る
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

人
口
減

少
に
伴
う
経
営
の
悪
化
や
担
い
手

不
足
が
進
み

安
全
・
安
心
に
水

を
供
給
し
処
理
す
る
環
境
は
揺
ら

ぎ
つ
つ
あ
る

事
態
を
重
く
見
た

国
土
交
通
省
は
有
識
者
会
議
を
設

置


年
後
を
見
据
え
た
上
下
水

道
の
在
り
方
を
議
論
し

６
月
末

に
提
言
を
ま
と
め
た

上
下
水
道

を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
続
け
て

い
く
た
め
の
方
策
と
は




　
人
口
減
少
に
伴
い

全
国
各
地
の
上

下
水
道
事
業
体
は
厳
し
い
経
営
環
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る

国
交
省
の
公
表
資

料
に
よ
る
と

水
道
料
金
収
入
は
全
国

ベ

ス
で
２
０
２
３
年
度
の
約
２
・
３

兆
円
か
ら

年
度
に
は
約
１
・
８
兆
円


下
水
道
使
用
料
も
約
１
・
５
兆
円
か
ら

約
１
・
２
兆
円
の
減
収
を
予
想
す
る


　
収
入
が
減
る
一
方

修
繕
・
更
新
費

は
さ
ら
に
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る


水
道
は



年
度
の
平
均
が
年
約
１

・
３
兆
円
な
の
に
対
し




年
度

は
約
１
・
８
兆
円
に
増
え
る
見
通
し


下
水
道
は

年
度
の
約
０
・
８
兆
円
を

基
準
に
す
る
と

年
度
に
は
約
１
・
３

兆
円
へ
と
跳
ね
上
が
る

費
用
が
収
入

を
上
回
る
原
価
割
れ
を
予
想
す
る


　
上
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
職
員
数
も

ピ

ク
時
よ
り
約
４
割
減
少
し
て
い

る

給
水
人
口
・
汚
水
処
理
人
口
が
５

万
人
以
下
の
事
業
体
の
平
均
職
員
数

︵

年
度
時
点
︶
は
水
道
が
約
９
人


下
水
道
が
約
５
人

マ
ン
パ
ワ

不
足

が
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
一
層
暗
い
影
を

落
と
す

安
全
・
安
心
な
飲
み
水
や
地

球
環
境
に
優
し
い
下
水
処
理
を
続
け
る

に
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
が
望

ま
れ
る


◆
◆
◆
◆

　
国
交
省
は
多
様
化
す
る
社
会
の
要
請

に
応
え
る
た
め
有
識
者
会
議﹁
上
下
水

道
政
策
の
基
本
的
な
あ
り
方
検
討
会
﹂

︵
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
都
立
大
学
都

市
環
境
学
部
都
市
基
盤
環
境
学
科
特
任

教
授
︶
を
設
置
し

年

月
に
初
会
合

を
開
い
た

６
月
末
に
ま
と
め
た
提
言

の
第
１
弾
は

年
先
を
見
据
え

こ
れ

ま
で
市
町
村
単
体
で
担

て
い
た
上
下

水
道
の
﹁
経
営
の
広
域
化
﹂
を
訴
え
て

い
る


　
経
営
の
広
域
化
と
は
複
数
の
上
下
水

道
事
業
を
統
合
す
る
手
法
を
指
す

水

道
は

年
の
法
改
正
で
広
域
化
の
必
要

性
が
明
文
化
さ
れ

香
川
や
岩
手
な
ど

各
県
で
事
業
統
合
が
進
ん
で
い
る

一

方
下
水
道
法
で
は
言
及
が
な
く
下
水

道
を
広
域
化
す
る
道
の
り
は
険
し
い


　
下
水
道
の
広
域
化
が
難
し
い
理
由
は

二
つ
あ
り

１
点
目
は
地
形
的
な
制
約

を
受
け
や
す
い
と
い
う
こ
と

水
道
は

急
勾
配
な
地
形
で
も
水
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
が

下
水
道
は
平
た
ん
な
地
形

で
な
い
と
管
路
が
敷
設
で
き
な
い

２

点
目
は
汚
水
と
雨
水
の
処
理
に
か
か
る

費
用
の
財
源
が
異
な
る
と
い
う
点

雨

水
処
理
は
一
般
財
源
を
充
て
る
た
め


経
営
統
合
す
る
事
業
体
双
方
で
ど
の
程

度
費
用
を
負
担
す
る
か
を
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い


　
水
道
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
下
水
道
を
広

域
化
す
る
に
は
﹁
制
度
的
な
対
応
が
必

要
だ
﹂︵
国
交
省
上
下
水
道
企
画
課
︶

提
言
で
は
上
下
水
道
の
広
域
化
を
加
速

す
る
に
は
国
が
主
導
し
て
取
り
組
む
よ

う
求
め
て
い
る

例
え
ば
広
域
化
の
メ

リ

ト
な
ど
を
解
説
す
る
手
引
書
の
作

成
や
積
極
的
な
事
業
体
に
財
政
支
援
を

行
う
こ
と
も
想
定
す
る


　
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生
し
た

道
路
陥
没
事
故
の
よ
う
に
国
内
で
は
老

朽
管
路
の
破
断
事
故
が
後
を
絶
た
な

い

将
来
行
う
更
新
投
資
の
原
資
と
な

る
﹁
資
産
維
持
費
﹂
を
含
ん
だ
水
道
料

金
や
下
水
道
使
用
料
を
設
定
し

更
新

を
﹁
先
送
り
し
な
い
経
営
に
シ
フ
ト
し

て
い
く
べ
き
﹂と
有
識
者
は
主
張
す
る


　
改
正
水
道
法
で
は

﹁
資
産
維
持
費

を
含
ん
だ
総
括
原
価
を
基
礎
と
し
た
料

金
算
定
が
可
能
﹂
︵
同
︶
と
明
記
し
て

い
る

日
本
水
道
協
会
︵
青
木
秀
幸
理

事
長
︶
の
ア
ン
ケ

ト
に
よ
る
と

水

道
料
金
に
同
費
用
を
含
ん
で
算
入
し
て

い
る
事
業
体
は
約

％
︵
３
１
６
事
業

体
︶
に
と
ど
ま
る

さ
ら
な
る
広
が
り

を
期
待
す
る

下
水
道
は
現
行
法
で
使

用
料
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
の
詳
細
が

定
め
ら
れ
て
お
ら
ず

制
度
的
な
対
応

が
必
要
と
言
え
る


◆
◆
◆
◆

　
厳
し
さ
が
増
す
上
下
水
道
経
営
を
て

こ
入
れ
す
る
た
め

業
務
を
民
間
企
業

に
委
託
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る

国
交
省
は
継
続
し
て
質
の
高
い
水

の
供
給
と
処
理
を
行
う
に
は
官
民
連
携

手
法
で
あ
る
﹁
ウ
オ

タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
﹂

の
推
進
が
鍵
に
な
る
と
読
む


　

年
４
月
に
宮
城
県
が
上
下
水
道
と

工
業
用
水
の
一
部
業
務
を
民
間
に
任
せ

る
コ
ン
セ

シ

ン
︵
公
共
施
設
等
運

営
権
︶方
式
を
他
に
先
駆
け
て
始
め
た


運
営
権
者
と
し
て
メ
タ
ウ


タ

を

代
表
企
業
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
︵
特
定
目
的

会
社
︶
の
﹁
み
ず
む
す
び
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
み
や
ぎ
﹂
を
選
ん
だ


　
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
水
道
用
水
供
給
２
事
業
と

工
業
用
水
道
３
事
業

流
域
下
水
道
４

事
業
の
計
９
事
業
を
一
体
で
運
営
す

る

▽
浄
水
場
な
ど
の
運
転
管
理
▽
薬

品
・
資
材
な
ど
の
調
達
▽
設
備
の
修
繕

・
更
新
工
事

を
担
う

料
金
徴
収
や

水
質
な
ど
の
最
終
責
任
は
引
き
続
き
県

が
持
つ


　
県
は
仮
に
９
事
業
を
現
行
体
制
で
運

営
し
た
場
合
の
総
事
業
費
を

年
間
で

３
３
１
４
億
円
と
試
算
す
る

こ
れ
を

コ
ン
セ

シ

ン
方
式
で
や
り
く
り
す

る
と
約
３
３
７
億
円
の
コ
ス
ト
削
減
に

つ
な
が
る
と
し
て
い
る

運
用
コ
ス
ト

の
削
減
に
加
え

﹁
統
合
型
広
域
監
視

シ
ス
テ
ム
﹂
を
導
入
し
て
遠
隔
地
か
ら

の
監
視
制
御
を
可
能
に
し
て
い
る


　
地
域
人
材
の
積
極
的
な
雇
用
や
地
元

企
業
へ
の
業
務
発
注
が
活
発
に
な
り


地
域
経
済
に
も
貢
献
し
て
い
る
よ
う

だ

県
企
業
局
の
担
当
者
は
コ
ン
セ


シ

ン
方
式
導
入
後

現
時
点
で
﹁
デ

メ
リ

ト
は
な
い
﹂と
手
応
え
を
語
る


◆
◆
◆
◆

　
上
下
水
道
事
業
を
担
う
地
方
自
治
体

な
ど
に
代
わ
り

一
部
業
務
を
こ
な
し

て
き
た
民
間
企
業
も
深
刻
な
人
手
不
足

に
陥

て
い
る

官
民
双
方
が
抱
え
る

マ
ン
パ
ワ

と
い
う
課
題
を
解
決
す
る

の
が
Ｄ
Ｘ
だ


　
国
交
省
は
﹁
上
下
水
道
Ｄ
Ｘ
推
進
検

討
会
﹂
を
設
置
し

６
月
に
最
終
提
言

を
公
表
し
た

提
言
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
効
率
化
や
広
域
連
携
の
加
速

災

害
時
の
上
下
水
道
の
早
期
復
旧
な
ど
を

目
標
に
設
定

水
道
管
の
漏
水
調
査
や

管
路
診
断
な
ど
に
Ａ
Ｉ
や
人
工
衛
星
を

活
用
し
た
り

管
路
情
報
を
台
帳
に
収

め
て
電
子
化
し
た
り
と
徹
底
し
た
省
力

化
に
つ
な
げ
る


　
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
で
は
全

国
１
５
０
０
あ
る
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
技
術

導
入
率
を


年
度
の

％
か
ら

年

度
末
に
は
１
０
０
％
に
引
き
上
げ
る
目

標
を
掲
げ
た

ド
ロ

ン
で
管
路
内
調

査
を
効
率
化
し
老
朽
管
路
対
策
を
集
中

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
取
り
組
み
指
標

に
位
置
付
け
た

Ｄ
Ｘ
技
術
を
取
り
入

れ
や
す
く
す
る
た
め
補
助
金
の
交
付
も

行
う


　
国
交
省
の
あ
り
方
検
討
会
は
年
内
に

﹁
人
材
確
保
・
育
成
﹂
や
﹁
国
土
強
靱

化
﹂
な
ど
を
テ

マ
に
し
た
２
回
目
の

提
言
を
ま
と
め
る
予
定
だ


　
将
来
に
わ
た
り
良
質
な
上
下
水
道
を

維
持
す
る
上
で

必
要
な
の
は
行
政
機

関
が
手
綱
を
引
き
な
が
ら

民
間
の
優

れ
た
知
見
を
取
り
入
れ
る
柔
軟
な
姿

勢

時
流
に
乗

た
政
策
誘
導

技
術

革
新
な
ど
先
を
読
ん
だ
対
応
が
官
民
に

欠
か
せ
な
い


宮城県は国内初の上工下水道一体のコンセッションを始動した。
写真は事業開始式（宮城県提供）



これから

持続可能な社会の実現

地方分散文化庁が京都に全面移転

大都市への一極集中是正、防災力強化を
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
推
進
し
産
業
創
出

安
心
で
き
る
ま
ち
に

（１４）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

　
人
や
企
業
の
地
方
分
散
に
向

け

国
は
率
先
し
て
政
府
機
関
の

地
方
移
転
に
取
り
組
ん
で
き
た


２
０
１
６
年
３
月
に
決
定
し
た
政

府
関
係
機
関
移
転
基
本
方
針
に
基

づ
き
中
央
省
庁
７
機
関

研
究
・

研
修
機
関

機
関

件
の
地
方
移

転
を
行

た


　
全
面
移
転
を
行

た
の
が
文
化

庁
だ

京
都
市
上
京
区
に
立
つ
旧

京
都
府
警
察
本
部
本
館
︵
Ｒ
Ｃ
造

地
下
１
階
地
上
３
階
建
て
延
べ
約

４
４
０
０
平
方

︶
を
改
修
す
る

と
と
も
に

隣
接
地
に
新
行
政
棟

︵
Ｓ
一
部
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１
階
地
上

６
階
建
て
延
べ
約
９
０
０
０
平
方


︶
を
建
設


年

月
に
竣
工

し

年
３
月
に
業
務
を
始
め
た


　
総
務
省
統
計
局
と
消
費
者
庁
は

地
方
に
新
た
な
機
能
を
担
う
拠
点

を
設
け
た


　
総
務
省
統
計
局
は

年
４
月
に

和
歌
山
市
内
の
駅
ビ
ル
に
﹁
統
計

デ

タ
利
活
用
セ
ン
タ

﹂
を
開

設

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
統
計
デ


タ
を
高
度
解
析
す
る
と
と
も

に

地
方
創
生
に
関
わ
る
デ

タ

活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
る


　
消
費
者
庁
は

年
７
月
に
﹁
消

費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
﹂

を
徳
島
県
庁
︵
徳
島
市
︶
内
に
開

設

職
員
は
現
在
約

人
で

デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
全
国
展
開
を
見
据

え
た
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ

ク
ト
や
国

際
消
費
者
政
策
の
研
究
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る

特
許
庁
や
中
小

企
業
庁
な
ど
は
既
存
の
地
方
拠
点

で
体
制
を
強
化
し
た


　
移
転
に
よ
り
地
域
ニ

ズ
を
一

層
把
握
で
き
る
機
会
が
増
え

近

隣
自
治
体
と
組
ん
だ
新
た
な
施
策

も
展
開
で
き
る
よ
う
に
な

た


一
方
で
国
会
対
応
や
人
材
確
保


危
機
管
理
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ

れ
て
い
る


　
防
災
庁
の
設
置
場
所
に
関
し
て

は
複
数
の
地
方
自
治
体
か
ら
誘
致

の
声
が
上
が

て
お
り


年
度

中
の
開
設
に
向
け

検
討
を
深
め

る


京都市内に移転した文化庁。一部は旧京都府
警察本部本館を活用している（文化庁のホー
ムページから）

防災力の強化や時代に合わせたインフラ整備を進め、
安心して憩い、定住できる地方都市の創出を目指す

（写真はイメージ）

　
戦
後
復
興
と
高
度
経
済
成
長

バ
ブ

ル
経
済
を
経
験
し
て
き
た
日
本
に
と


て

ど
の
時
代
で
も
重
要
な
役
割
を
担


た
の
が
地
方
の
産
業
や
労
働
力
だ


た

２
０
１
１
年
以
降

経
済
成
長
の

根
幹
と
な
る
人
口
が
一
貫
し
て
減
少
す

る
中

国
全
体
が
持
続
可
能
な
社
会
に

な
る
た
め
に
は

今
も
続
く
大
都
市
へ

の
一
極
集
中
を
是
正
す
る
必
要
が
あ

る

人
や
企
業

中
央
省
庁
な
ど
を
呼

び
込
む
た
め

地
方
に
は
激
甚
・
頻
発

化
す
る
災
害
か
ら
住
民
を
守
り
つ
つ


快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る


　
国
内
の
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
転
入
者

が
続
い
て
い
る
東
京
圏
若
年
層
が
中
心
で



年
は

代


代
合
わ
せ
て
約

万
人
が

転
入
超
過
と
な

た

東
京
圏
に
は
大
学
や

企
業
が
多
く
集
ま

て
お
り

進
学
や
就
職

が
き

か
け
の
ケ

ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る

特
に
女
性
は
一
度
転
入
す
る
と
地
方
に

戻
ら
な
い
傾
向
が
強
い


　
東
京
圏
で
は
人
口
が
密
集
し
て
い
る
分


首
都
直
下
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合

被
害
が
増
幅
す
る
可

能
性
が
あ
る

一
方

地
方
都
市
で
も
被
災

リ
ス
ク
は
高
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
最

大
で
死
者

・
８
万
人
全
壊
・
焼
失
棟
数
２

３
５
万
棟
が
想
定
さ
れ
て
い
る
近
年
大
型

化
す
る
台
風
は
河
川
を
氾
濫
さ
せ

周
辺
市

街
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る


◆
◆
◆
◆

　
国
が
６
月
に
ま
と
め
た
﹁
地
方
創
生
２
・

０
基
本
構
想
﹂
で
は

安
心
し
て
働
き

暮

ら
せ
る
地
方
の
生
活
環
境
創
生
を
政
策
の
柱

の
一
つ
に
据
え

防
災
力
の
強
化
を
図
る


　
国
は
約

年
前
に
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た

財
政
・
人
材
面
で
地
方
を
サ

ポ

ト
し

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
好

事
例
が
生
み
出
さ
れ
た

一
方
で
﹁
人
口
減

少
や
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
流
れ
を
変
え

る
ま
で
に
は
至

て
い
な
い
﹂
︵
内
閣
官
房

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
事

務
局
︶と
し
て
﹁
令
和
の
日
本
列
島
改
造
﹂

を
掲
げ
た
今
回
の
基
本
構
想
を
策
定
し
た


　
災
害
時
の
利
用
を
考
慮
し
た
公
共
施
設
の

建
設
に
当
た

て
は
民
間
の
創
意
工
夫
が
重

要
に
な
る

基
本
構
想
で
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
積
極
活
用
し

平
常
時
と
災
害
時
を
区

別
せ
ず
に
使
え
る
フ


ズ
フ
リ

の
視
点

を
取
り
入
れ
る
重
要
性
を
強
調

平
常
時
の

生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
災
害
時
の
生
活

の
維
持
も
図
る
考
え
だ


　
発
災
時
に
救
助
活
動
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う

道
路
の
拡
幅
や
密
集
市
街
地
の
解
消
も

進
め
る

水
害
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
宅

地
の
か
さ
上
げ
も
促
進

復
興
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
準
備
も
推
進
す
る


　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は
空
港
を
広

域
防
災
拠
点
に
位
置
付
け
る

必
要
な
機
能

を
強
化
す
る
と
と
も
に

被
災
し
た
場
合
に

備
え

近
隣
の
空
港
を
代
替
空
港
と
し
て
使

え
る
体
制
を
構
築
す
る

離
島
や
半
島
に
配

置
し
て
い
る
岸
壁
や
臨
港
道
路

背
後
用
地

な
ど
も
強
靱
化
し

海
上
支
援
ネ

ト
ワ


ク
を
形
成
す
る
◆

◆
◆
◆

　
力
強
い
経
済
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は
災

害
へ
の
対
応
力
に
加
え

イ
ン
フ
ラ
整
備
も

欠
か
せ
な
い

基
本
構
想
で
は

新
時
代
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
な
ど
新

技
術
の
徹
底
活
用
も
柱
と
し
て
掲
げ
た


﹁
Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
に
よ

て
創
出
・
成
長
す
る

新
た
な
産
業
の
集
積
に
向
け

ワ

ト
・
ビ


ト
連
携
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

を
進
め
る
﹂
︵
同
︶


　
ワ

ト
・
ビ

ト
連
携
は
電
力
と
情
報
通

信
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
一
体
的
に
進
め
よ
う

と
す
る
戦
略


都
道
府
県
で
地
域
の
ニ


ズ
に
マ

チ
し
た
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
サ

ビ
ス
を

享
受
で
き
る
よ
う


年
代
ま
で
に
オ

ル

光
ネ

ト
ワ

ク
の
全
国
実
装
を
進
め
る


　
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
欠
か
せ
な
い
デ


タ
セ
ン
タ

︵
Ｄ
Ｃ
︶
は
関
東
と
関
西
地
域

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら

ワ

ト
・
ビ


ト
連
携
を
背
景
に
し
た
地
方
分
散
も
促
進

す
る

地
方
へ
の
立
地
を
進
め
る
こ
と
で
大

規
模
災
害
時
の
リ
ス
ク
も
減
ら
す


　
ク
リ

ン
な
エ
ネ
ル
ギ

を
活
用
し
た
事

業
展
開
を
目
指
す
Ｇ
Ｘ
産
業
の
集
積
も
後
押

し
す
る

例
え
ば

地
方
の
臨
海
部
に
あ
る

コ
ン
ビ
ナ

ト
を
国
内
外
の
Ｇ
Ｘ
関
連
ス
タ


ト
ア

プ
の
生
産
拡
大
拠
点
と
し
て
再

生

Ｄ
Ｃ
の
適
地
や
Ｇ
Ｘ
に
不
可
欠
な
企
業

を
呼
び
込
む
た
め
の
地
域
を
５
カ
所
以
上
創

出
す
る
方
針
だ


　
Ｄ
Ｃ
の
立
地
を
誘
致
す
る
時
に
は
一
般
送

配
電
事
業
者
に
対
し

早
期
に
系
統
接
続
が

可
能
な
エ
リ
ア
を
示
す
マ

プ
の
充
実
を
促

す


◆
◆
◆
◆

　
地
方
創
生
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
職
員

の
マ
ン
パ
ワ

が
必
要
に
な
る

規
模
の
小

さ
な
地
方
自
治
体
は
職
員
数
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら

﹁
国
の
職
員
が

こ
れ
ま
で

の
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
課
題
を
抱
え
る
中

小
規
模
の
自
治
体
に
寄
り
添

た
伴
走
支
援

を
実
施
す
る
﹃
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
﹄

を
始
め
た
﹂
︵
同
︶

ど
の
自
治
体
も
取
り

残
さ
な
い
地
方
創
生
を
推
し
進
め
る


　
今
後
は

年
内
に
具
体
的
な
施
策
を
盛
り

込
ん
だ
﹁
総
合
戦
略
﹂
を
作
る

﹁
目
指
す

姿
の
実
現
に
向
け
た
工
程
表
を
作
成
す
る
ほ

か

施
策
の
進
捗
や
成
果
を
客
観
的

的
確

に
把
握
で
き
る
重
要
業
績
評
価
指
標
︵
Ｋ
Ｐ

Ｉ
︶
を
設
定
す
る
﹂
︵
同
︶
考
え
だ

施
策

を
作

て
終
わ
り
で
は
な
く

評
価
す
る
こ

と
で
戦
略
全
体
の
実
効
性
を
高
め
る




これから

持続可能な社会の実現

社会実装のエコシステム構築が重要

ス
マ

ト
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
シ
ス
テ
ム

石
田
哲
也
東
大
大
学
院
教
授
の
研
究

維持管理を支える技術

い
か
に
信
頼
を
勝
ち
取
る
か

自
治
体
導
入
へ

（１５） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

講
演
す
る
石
田
教
授

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
開
発
が
急
速
に
進

む
一
方

現
場
へ
の
実
装
で
は
技
術
が

使
い
や
す
い
枠
組
み
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る

内
閣
府
の
﹁
戦
略
的
イ
ノ

ベ

シ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｓ
Ｉ

Ｐ
︶
﹂
の
一
環
で
﹁
ス
マ

ト
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
﹂

に
取
り
組
む
東
京
大
学
大
学
院
の
石
田

哲
也
教
授

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
イ
ベ
ン
ト
で
石

田
教
授
は
﹁
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

な
く

制
度
や
仕
組
み
ご
と
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
変
革
を
目
指
す
﹂
大
切
さ
を
舌
鋒
鋭

く
指
摘
し
た


　
イ
ン
フ
ラ
は
長
期
に
わ
た

て
使
用
さ
れ

る
た
め

採
用
さ
れ
た
材
料
や
工
法
の
情
報

が
残

て
い
な
い
ケ

ス
が
少
な
く
な
い


性
能
の
検
証
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
課
題

も
あ
る

石
田
教
授
は
﹁
点
検
で
得
ら
れ
た

情
報
を
診
断
に
つ
な
げ

診
断
で
得
た
知
見

を
基
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

そ
れ
を
記

録
に
残
し

次
に
備
え
る
と
い
う
デ

タ
を

つ
な
ぐ
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
だ
﹂
と
説
く


　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は

仮
想
空
間
で
イ
ン
フ
ラ
の

建
設
か
ら
老
朽
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
高
速

に
シ
ミ

レ

シ

ン
す
る
﹁
ハ
イ
サ
イ
ク

ル
﹂
を
活
用
し

最
適
な
維
持
管
理
方
法
を

導
く
技
術
を
研
究
し
て
い
る

対
象
は
道
路

や
鉄
道

港
湾

農
業
施
設

建
築
物

電

力
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
土
木
構
造
物

点
検
か

ら
診
断

措
置
ま
で
を
網
羅
し
た
技
術
で
プ

ロ
セ
ス
の
高
度
化
と
効
率
化
を
目
指
す


　
技
術
の
実
装
に
重
点
を
置
き

研
究
方
法

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る

自
治
体
に
協

力
し
て
も
ら
い

維
持
管
理
に
課
題
が
あ
る

橋
や
道
路

水
道
管
と
い

た
イ
ン
フ
ラ
で

新
技
術
の
導
入
を
検
証
す
る
﹁
箱
庭
﹂
を
展

開

自
治
体
の
制
度
や
財
源
な
ど
に
応
じ


技
術
の
社
会
実
装
で
課
題
を
洗
い
出
し

必

要
な
仕
組
み
の
具
体
化
を
目
指
し
て
い
る


　
２
０
２
４
年

月
末
時
点
で
全
国
に

地

域
の
箱
庭
が
あ
る

﹁
使
い
た
い
技
術
が
あ


て
も
実
績
が
な
い
と
使
え
な
い

使
わ
れ

な
け
れ
ば
実
績
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
が
解
消
で
き
る
取
り
組
み
﹂
と
石
田
教

授


年
度
か
ら
は
箱
庭
の
検
証
結
果
を
共

有
し
全
国
へ
の
普
及
戦
略
を
考
え
て
い
く


◆
◆
◆
◆

　
技
術
の
実
装
を
通
じ
自
律
的
に
成
長
し
て

い
く
仕
組
み
も
欠
か
せ
な
い

石
田
教
授
は

﹁
社
会
実
装
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
﹂
を
構
築
し

て
い
く
重
要
性
を
強
調
す
る

具
体
例
に
挙

げ
た
の
は
米
ア
マ
ゾ
ン
の
創
業
者
・
ジ

フ

・
ベ
ゾ
ス
氏
が
提
唱
し
た﹁
成
長
の
ル

プ
﹂

だ

通
販
サ
イ
ト
は

商
品
を
購
入
し
た
人

の
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
見
て
価
値
が
あ
る
と
感

じ
る
と

販
売
量
が
急
増
す
る

商
機
に
反

応
し
た
販
売
者
が
集
ま
り
商
品
選
択
を
増
や

す

す
る
と
価
格
競
争
が
加
速
し
続
け
て
い

き

よ
り
安
価
で
高
品
質
な
商
品
を
提
供
す

る
動
き
が
出
て
購
入
者
の
選
択
肢
が
さ
ら
に

広
が
る

波
に
乗
れ
れ
ば
成
長
は
あ

と
い

う
間
だ


　
こ
う
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
フ
ラ
分

野
に
も
適
用
し
て
い
く
考
え
だ

顧
客
と
な

る
自
治
体
が
サ

ビ
ス
に
魅
力
を
感
じ
れ

ば

使
用
実
績
が
積
み
上
が
り

技
術
や
サ


ビ
ス
の
改
善
が
加
速
す
る

た
だ
公
共
調

達
で
は
１
社
が
独
占
的
に
受
注
す
る
の
は
難

し
い

石
田
教
授
は
﹁
協
会
や
技
術
研
究
組

合
が
母
体
と
な

て
サ

ビ
ス
を
提
供
で
き

る
体
制
が
必
要
だ
﹂
と
指
摘
す
る


　
建
設
業
界
で
は

こ
う
し
た
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
成
功
例
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る

石
田
教

授
が
着
目
す
る
の
は
建
設
用
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ


だ

従
来
の
型
枠
工
法
に
代
わ
り

積
層

で
コ
ン
ク
リ

ト
構
造
物
を
構
築
す
る
技
術

で

省
人
化
や
工
期
短
縮
と
い

た
現
場
ニ


ズ
を
獲
得


年
に
は
公
共
工
事
で
の
活

用
件
数
が
約
２
０
０
件
に
到
達
し


年
の


倍
に
ま
で
増
え
る
見
通
し
だ


　
急
速
な
普
及
を
受
け

７
月
に
は
土
木
学

会
が
建
設
用
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

の
技
術
指
針

案
を
策
定
し
た
発
注
者
の
評
価
も
高
く
当

初
は
ゼ
ネ
コ
ン
主
導
で
採
用
し
て
い
た
が


現
在
で
は
設
計
段
階
で
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

の

活
用
を
前
提
と
し
た
案
件
が
増
え
つ
つ
あ
る

と
い
う

石
田
教
授
は
建
設
用
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ

を
導
入
す
る
企
業
で
先
進
技
術
に
心
引

か
れ
た
若
者
の
就
職
希
望
が
増
加
し
た
デ


タ
を
紹
介
し

産
業
イ
メ

ジ
の
向
上
に
も

貢
献
し
て
い
る
と
し
た


　
石
田
教
授
は
﹁
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
よ

て


イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
３
Ｋ
︵
き
つ
い

・
汚
い
・
危
険
︶
か
ら

３
Ｃ
︵
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
・
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
・
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
︶
に
転
換
し
た
い
﹂
と
話
す

Ｄ

Ｘ
に
よ
る
働
き
方
改
革
が

イ
ン
フ
ラ
分
野

の
未
来
を
切
り
開
け
る
か



担
い
手
不

足
が
深
刻
化
す
る
中
で

そ
の
成
否
は
業
界

の
行
方
を
左
右
す
る
か
も
し
れ
な
い


インフラ技術のエコシステム
（講演会の発表資料から）

　
イ
ベ
ン
ト
で
は

イ
ン
フ
ラ
技
術
の

開
発
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ


ン
も
開
か
れ
た
‖
写
真

石
田
教
授

の
ほ
か

中
村
光
名
古
屋
大
学
教
授


神
宮
司
元
治
産
業
技
術
総
合
研
究
所
グ

ル

プ
長

全
邦
釘
東
京
大
学
特
任
教

授

Ｐ
ｏ
ｌ
ｙ
ｕ
ｓ
ｅ
︵
ポ
リ
ウ
ス


東
京
都
港
区
︶
の
岩
本
卓
也
代
表
取
締

役
ら
が
登
壇
し
た


　
神
宮
司
氏
は
水
道
事
業
を
例
に
意
見

を
展
開
し
た

自
治
体
が
新
技
術
導
入

を
検
討
す
る
際
に
﹁
実
証
デ

タ
﹂
を

重
視
す
る
傾
向
が
高
い
と
い
う
調
査
結

果
を
紹
介

水
道
料
金
な
ど
の
決
定
権

を
持
つ
議
会
に
対
し

自
治
体
が
技
術

を
導
入
す
る
妥
当
性
を
説
明
で
き
る
根

拠
が
必
要
に
な
る
と
し
た

﹁
自
治
体

の
信
頼
を
い
か
に
勝
ち
取

て
い
く
か

が
重
要
だ
﹂
と
話
し
た


　
中
村
氏
は
﹁
技
術
の
良
し
あ
し
だ
け

で
な
く

時
間
と
い
う
観
点
か
ら
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
全
体
を
ど
う
設
計
す
る
か
が

重
要
だ
﹂
と
指
摘

例
え
ば

ト
ン
ネ

ル
の
検
査
で
は

交
通
規
制
の
時
間
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
る

﹁
維
持
管
理
を
ト

タ
ル
な
作

業
と
し
て
捉
え

全
体
最
適
で
効
率
化

を
図

て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
と
語


た


　
全
氏
は
普
及
す
る
技
術
の
条
件
を

﹁
使

て
い
て
楽
し
い
技
術
﹂
だ
と
指

摘

多
く
の
業
務
を
抱
え
る
自
治
体
職

員
は

使
い
や
す
く

理
解
し
や
す
い

技
術
を
求
め
て
い
る

現
場
の
実
証
で

得
ら
れ
た
フ


ド
バ

ク
を
反
映

し

機
能
の
取
捨
選
択
を
進
め
て
い
く

必
要
性
を
訴
え
た


　
岩
本
氏
は
﹁
将
来
的
な
修
繕
や
更
新

と
い

た
﹃
い
つ
か
﹄
へ
の
ア
プ
ロ


チ
を
ど
う
設
計
す
る
か
が
重
要
だ
﹂
と

指
摘
前
例
の
な
い
新
技
術
の
導
入
は


自
治
体
に
と

て
も
現
行
の
ル

ル
を

飛
び
越
え
た
挑
戦
に
な
る
可
能
性
が
あ

る

﹁
作
業
の
効
率
性
や
コ
ス
ト
の
優

位
性
と
い

た
価
値
を
し

か
り
評
価

す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
﹂
と
話
し
た




これから

持続可能な社会の実現

経産省ＧＸリーグ見直し 企業が成長できる枠組みへ

エネルギー安定供給と経済成長、排出削減を同時に
新
た
な
政
策
と
多
様
な
技
術

柏市が商議所、千葉銀とエネルギー地産地消

太陽光や地熱、水素活用が鍵握る

脱
炭
素
　

さ
ら
に
加
速

（１６）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

GXリーグ見直しの方向性

上流 消費者B2C企業

スコープ1・2の削減に重点。
そのための自主的な排出量取引などを実施。

排出量取引制度の本格稼働に伴い、
GXリーグの枠組みを活用してGXに果敢に挑戦する分野を見直し

第1フェーズ
～FY2025

第2フェーズ
FY2026~

スコープ1の取り組み

排出量取引制度を
通じた競争力強化

GX市場創造に向けた取り組み 需要の喚起

GX価値評価を
通じた市場創造

（経産省の資料を基に作成）

サプライチェーンでの排出削減とGX市
場創造の両立
・GX製品の積極的な調達・販売・市場
投入
・サプライヤーとの連携などの取り組み
と企業成長の両立を具体化

■
カ

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

企
業
な
ど
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ

︵
カ


ボ
ン

炭
素
︶
に
価
格
を
つ
け
る

こ
と
で

排
出
者
の
行
動
を
変
化
さ

せ
る
た
め
に
導
入
す
る
政
策
手
法


■
ネ

ト
・
ゼ
ロ

温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
る
量
と

吸
収
・
固
定
さ
れ
る
量
の
差
し
引
き

が
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と


　
建
設
業
界
で
は
脱
炭
素
の
動
き

が
ま
す
ま
す
加
速
す
る

二
酸
化

炭
素
︵
Ｃ
Ｏ

︶
排
出
量
の
抑
制

を
目
的
に

電
動
の
建
設
機
械
や

低
炭
素
コ
ン
ク
リ

ト
の
開
発
が

進
展

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
各
社

が
多
種
多
様
な
技
術
を
実
用
化
す

る
中

﹁
脱
炭
素
﹂
を
キ

ワ


ド
に
開
発
し
た
製
品
は
従
来
品
よ

り
も
高
額
で
取
引
さ
れ
る
た
め


市
場
に
流
れ
に
く
く
需
要
側
に
届

き
づ
ら
い

市
場
形
成
の
在
り
方

や
ク
リ

ン
エ
ネ
ル
ギ

で
あ
る

水
素
の
活
用
な
ど
を
軸
に
脱
炭
素

社
会
実
現
の
道
筋
を
探
る


　
経
済
産
業
省
は
２
０
５
０
年
ネ

ト

・
ゼ
ロ
達
成
に
向
け


年
ま
で
に
１

５
０
兆
円
の
投
資
が
必
要
に
な
る
と
試

算
す
る

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が

エ
ネ
ル
ギ

の
安
定
供
給
と
経
済

成
長

排
出
削
減
を
同
時
に
か
な
え
る

Ｇ
Ｘ
と
い
う
考
え
方
だ


　
国
は
投
資
促
進
策
と
し
て

兆
円
規

模
の
Ｇ
Ｘ
に
特
化
し
た
先
行
投
資
を
行

う
目
的
で
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
を
発
行
し

て
い
る

移
行
債
の
返
還
財
源
は
カ


ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ

て
賄
う


カ

ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
は
排
出
量

取
引
制
度
や
化
石
燃
料
賦
課
金
制
度
が

あ
る

こ
れ
ら
の
制
度
は
早
期
に
脱
炭

素
に
取
り
組
む
こ
と
で
企
業
の
将
来
的

な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
仕
組
み
と
さ

れ

意
欲
的
な
Ｇ
Ｘ
投
資
を
引
き
出
す

点
で
も
有
効
だ


　
排
出
量
取
引
制
度
は


年
度
か
ら

Ｃ
Ｏ

排
出
量

万

以
上
の
企
業
を

対
象
に
実
施
さ
れ
る

製
造
や
運
輸
な

ど
の
分
野
で
３
０
０

４
０
０
社
が
当

て
は
ま
り

建
設
分
野
で
は
セ
メ
ン
ト

会
社
が
含
ま
れ
る


　
同
制
度
で
は

個
社
ご
と
に
Ｃ
Ｏ


の
排
出
量
が
定
め
ら
れ

そ
れ
を
下
回


た
際
に
は
余
剰
排
出
枠
を
売
却
す
る

こ
と
が
で
き
る

反
対
に
上
回

た
場

合
は

排
出
枠
を
購
入
し
て
削
減
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

経

産
省
に
よ
る
と

同
制
度
で
対
象
と
な

る
企
業
の
排
出
量
は
日
本
全
体
の
排
出

量
の
約
６
割
を
占
め
る
と
試
算

同
制

度
が
日
本
の
Ｇ
Ｘ
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
の
期
待
感
を
示
す


◆
◆
◆
◆

　
Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
に
は﹁
市
場
創
造
﹂

が
欠
か
せ
な
い

だ
が
脱
炭
素
投
資
を

行
い
製
造
さ
れ
た
製
品
は
従
来
品
よ
り

も
割
高
に
な
る

脱
炭
素
の
投
資
を
回

収
す
る
に
は
﹁
サ
プ
ラ
イ
チ


ン

︵
供
給
網
︶
全
体
で
排
出
量
を
削
減
す

る
﹂
な
ど
両
者
の
価
格
差
を
な
く
す
仕

組
み
が
必
要
に
な
る


　
そ
こ
で
経
産
省
は
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
達
成
に
挑
戦
す
る
企

業
の
枠
組
み
﹁
Ｇ
Ｘ
リ

グ
﹂
を
見
直

す

サ
プ
ラ
イ
チ


ン
で
積
極
的
に

Ｃ
Ｎ
を
行
う
企
業
が
成
長
で
き
る
枠
組

み
へ
と
改
め
る

同
時
に
企
業
が
利
益

と
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
す

る
方
針
で

今
後
具
体
的
な
協
議
を
進

め
る


　
脱
炭
素
を
推
進
す
る
上
で
は
企
業
だ

け
で
な
く

消
費
者
の
取
り
組
み
も
求

め
ら
れ
る

脱
炭
素
と
い
う
価
値
に

﹁
特
別
な
体
験
や
ポ
イ
ン
ト
の
還
元
が

必
要
﹂
と
業
界
関
係
者
が
指
摘
す
る
よ

う
に

別
の
価
値
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
も
有
効
だ
ろ
う


柏
市
は
エ
ネ
ル
ギ

の
地
産
地
消
に

取
り
組
む
︵
柏
市
提
供
︶

　
Ｃ
Ｏ

の
排
出
量
削
減
に
は

太
陽

光
や
地
熱
と
い

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ

の
活
用
が
鍵
を
握
る

民
間
の
技

術
革
新
だ
け
で
な
く

行
政
機
関
に
よ

る
政
策
誘
導
も
欠
か
せ
な
い


　
太
陽
光
発
電
で
は

軽
量
で
柔
軟
性

の
あ
る﹁
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
﹂

へ
の
注
目
が
高
ま

て
い
る

積
水
化

学
工
業
は

同
電
池
の
販
売
を
２
０
２

５
年
度
に
開
始
す
る
と
発
表
し
て
い

る

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
は

ビ
ル
の
窓
や
壁

面
を
活
用
す
る
﹁
建
材
一
体
型
太
陽
光

発
電
設
備
︵
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
︶
﹂
の

年
３

月
事
業
化
を
目
標
に
実
証
実
験
を
進
め

て
い
る


◆
◆
◆
◆

　
千
葉
県
柏
市
は

エ
ネ
ル
ギ

の
地

産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

４
月
に

は
柏
商
工
会
議
所

千
葉
銀
行
と
共
同

出
資
し
地
域
新
電
力
会
社
﹁
か
し
わ
パ

ブ
リ

ク
エ
ネ
ル
ギ

﹂
を
設
立

市

内
２
カ
所
の
ご
み
処
理
場
の
ご
み
焼
却

熱
を
用
い
発
電
し
た
電
力
な
ど
を
役
所

庁
舎
や
消
防
局
庁
舎
な
ど
の
主
要
行
政

施
設
や
市
立
小
・
中
学
校
な
ど
約

の

公
共
施
設
に
供
給
す
る
計
画

売
電
は


年
４
月
に
開
始
す
る
予
定
で

民
間

供
給
も
視
野
に
入
れ
る


　
同
市
は
環
境
部
に
﹁
ゼ
ロ
カ

ボ
ン

シ
テ

推
進
課
﹂
を
新
設
し

脱
炭
素

の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る

環
境

保
全
意
識
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
目
的

で

市
内
事
業
者
と
の
柏
市
環
境
保
全

協
定
の
締
結
を
推
進
し
て
い
る


　
市
と
協
定
を
結
ん
だ
事
業
者
で
組
織

す
る
﹁
柏
市
環
境
保
全
協
議
会
﹂
に
は

建
設
業
も
会
員
と
し
て
参
画
し

企
業

間
の
情
報
交
換
な
ど
を
活
発
に
行
い
な

が
ら
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る

市
民
向
け
に
﹁
環
境
フ

ス
タ
﹂

の
開
催

同
市
を
ホ

ム
タ
ウ
ン
と
す

る
サ

カ

・
Ｊ
リ

グ
の
﹁
柏
レ
イ

ソ
ル
﹂
と
連
携
し
た
周
知
活
動
を
展
開

し
て
い
る


　
市
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ

を
中
心
に
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ

開
発
と
研
究
を
推

進

市
内
の
イ
ン
キ

ベ

シ

ン
施

設
に
入
居
す
る
ス
タ

ト
ア

プ
と
連

携
し
実
証
に
取
り
組
む
考
え
も
示
す


◆
◆
◆
◆

　
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

と
し
て

水
素

へ
の
注
目
も
高
ま

て
い
る

水
素
は

使
用
時
に
Ｃ
Ｏ

を
排
出
し
な
い
環
境

負
荷
の
低
い
エ
ネ
ル
ギ

で

国
内
の

再
エ
ネ
な
ど
か
ら
も
生
み
出
せ
る

電

力
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
さ
れ

電
気
代
替
が
難
し
い
製
鉄

業
で
も
脱
炭
素
に
取
り
組
め
る
の
が
利

点
と
な

て
い
る


　
国
は

年
ご
ろ
の
商
用
供
給
開
始
を

目
指
し
て
い
る

商
用
提
供
開
始
後
も

制
度
設
計
な
ど
の
支
援
を
進
め

利
用

を
拡
大

約

年
の
期
間
で
の
市
場
創

造
を
目
指
す
考
え
だ


　
愛
知
県
は
水
素
な
ど
の
社
会
実
装
に

向
け
た
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
推
進
体
制
を

強
化
す
る
た
め

経
済
産
業
局
内
に

﹁
水
素
社
会
実
装
推
進
課
﹂
を
設
置
し

た

水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
サ
プ
ラ
イ

チ


ン
構
築
な
ど
の
プ
ロ
ジ

ク
ト

を
推
進

脱
炭
素
と
産
業
競
争
力
強
化

の
両
立
を
図
り
な
が
ら

水
素
・
ア
ン

モ
ニ
ア
の
需
要
と
供
給
を
一
体
的
で
大

規
模
に
創
出
す
る
水
素
社
会
の
実
現
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る


　
建
設
分
野
で
は

愛
知
県
が
﹁
低
炭

素
水
素
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
﹂
の
一
環

と
し
て

大
林
組

コ
ベ
ル
コ
建
機
と

協
業
す
る

両
社
は
水
素
ス
テ

シ


ン
か
ら
水
素
を
輸
送
し

水
素
燃
料
電

池
シ

ベ
ル
を
建
設
現
場
に
投
入
し
実

証
実
験
を
行
う
考
え


　
低
炭
素
水
素
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
は

愛
知
県
知
多
市
に
設
置
し
た
水
素
ス
テ


シ

ン
を
拠
点
に

公
共
施
設
や
住

宅
に
設
置
し
た
燃
料
電
池
や
水
素
給
湯

器
な
ど
に
低
コ
ス
ト
で
水
素
を
提
供
す

る
実
証
期
間
は

年
度
を
予
定
す
る


　
県
は
全
国
最
多

カ
所
の
水
素
ス
テ


シ

ン
を
地
域
の
水
素
供
給
拠
点
と

し
て
社
会
実
装
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る




これから

インタビュー

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
自
分
事
に

見
え
る
化
と

め
り
は
り
を

群
マ
ネ
導
入
で

地
域
産
業
創
出


年
め
ど
に適

切
対
処

政策研究大学院大学特別教授　　　家田　仁氏

橋・トンネル・上下水道

老朽ストックにどう対応？

（１７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日）第２部

　
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故
を
契
機
に

イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
す
る
危
機
意
識
が
再
び
高
ま

て
い
る

本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
し
高
度
成
長
期
に
集
中
し
て
整
備
さ
れ
た

ス
ト

ク
も
増
大
す
る
中

ど
の
よ
う
に
適
切
か
つ
効
率
的
に
維
持
管

理
や
更
新
な
ど
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

政
策
の
議
論
を
長
年
リ

ド
し

道
路
陥
没
事
故
後
に
国
土
交
通
省
有

識
者
検
討
委
員
長
と
し
て
上
下
水
道
管
路
の
適
正
管
理
対
策
を
ま
と
め

た
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教
授
に
聞
い
た


　
日
本
で
利
用
さ
れ
て
い
る
橋
や
ト
ン
ネ
ル


上
下
水
道
と
い

た
イ
ン
フ
ラ
の
ほ
と
ん
ど

は

高
度
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
ま
で
に
整
備

さ
れ
た
も
の
に
な
る

一
般
的
に
イ
ン
フ
ラ
が

老
朽
化
し

い
わ
ゆ
る
﹁
生
活
習
慣
病
﹂
に
な

る
目
安
が
供
用
開
始
か
ら

年
く
ら
い
の
ス
ト


ク
と
考
え
ら
れ
る

中
に
は
丁
寧
に
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
さ
れ

も

と
長
く
安
全
に
利
用
で
き

る
も
の
も
あ
る
が

決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
の
が
現
状
だ


　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
期
に
入
り


イ
ン
フ
ラ
を
管
理
す
る
地
方
自
治
体
の
予
算
や

人
員
も
減

て
い
く

従
来
の
古
く
な

た
ら

造
り
直
す
﹁
ス
ク
ラ

プ
＆
ビ
ル
ド
﹂
の
発
想

を
捨
て

今
あ
る
も
の
を
き
ち
ん
と
直
し
て
長

持
ち
さ
せ
る
適
切
で
効
率
的
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
必
要
に
な
る


　
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

過
疎
化
に
よ


て
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通

や

最
近
の
コ
メ
価
格
高
騰
な
ど
と
類
似
し
た

漸
進
性
の
社
会
課
題
と
い
え
る

つ
ま
り
少
し

ず
つ
老
朽
化
な
ど
の
症
状
が
進
ん
で
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず

普
段
は
あ
ま
り
意
識
せ
ず
実
質

的
に
先
送
り
し
て
い
る

し
か
し
八
潮
市
の
道

路
陥
没
事
故
や
２
０
１
２
年

月
の
笹
子
ト
ン

ネ
ル
天
井
板
落
下
事
故
の
よ
う
に

時
々
重
大

な
事
態
が
起
き
る
こ
と
で
は

き
り
と
自
分
事

の
問
題
と
し
て
認
識
す
る

多
く
の
人
は
下
水

道
に
つ
い
て
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
時
く
ら
い
は

意
識
す
る
か
も
し
れ
な
い
が

道
路
の
下
に
管

が
埋
設
さ
れ
下
水
処
理
場
で
処
理
す
る
一
連
の

シ
ス
テ
ム
な
ど
普
段
か
ら
考
え
た
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
だ
ろ
う


　﹁
イ
ン
フ
ラ
は
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
﹂

﹁
い
つ
か
は
壊
れ
る
が

今
す
ぐ
に
は
壊
れ
な

い
だ
ろ
う
﹂
｜
｜

イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
こ
の

よ
う
な
意
識
か
ら
国
民
が
脱
却
し

適
切
で
合

理
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
築
い
て
い
か
な

い
と

今
後
も
大
き
な
事
故
が
繰
り
返
し
起
き

か
ね
な
い

国
民
は
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
者
で
あ

り
費
用
の
負
担
者
で
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え


イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
を
主
体
的
に

捉
え
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
よ
う
に
世
論
を

盛
り
上
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

そ
う
な

る
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
先
導
す

る
政
治
の
モ

メ
ン
タ
ム︵
機
運
︶も
高
ま
り


国
民
の
力
を
引
き
つ
け
る
パ
ワ

に
な

て
い

く

構
造
物
の
点
検
や
修
繕

改
良

更
新
に

投
じ
ら
れ
る
予
算
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
は
ず

だ


　
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
自
分
事
と
し
て

実
際
に
取
り
組
む
の
は

人
の
価
値
観
を
変
え

る
必
要
が
あ
り
か
な
り
難
し
い

で
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
の
か

ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
の

現
状
や
劣
化
の
予
測

事
故
の
リ
ス
ク
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
﹁
見

え
る
化
﹂
が
必
要
だ

３
Ｄ
マ

プ
な
ど
の
技

術
を
取
り
入
れ
老
朽
度
合
い
や
事
故
の
リ
ス
ク

な
ど
を
視
覚
的
に
示
す
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う


　
普
段

上
下
水
道
や
高
速
道
路

鉄
道
な
ど

を
利
用
す
る
の
に
な
ぜ
料
金
が
徴
収
さ
れ

値

上
げ
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
生
じ
る
の
か

そ

の
こ
と
に
多
く
の
人
が
疑
問
を
抱
い
て
い
る
の

は

必
要
性
や
老
朽
化
の
現
状
に
対
す
る
リ
ア

リ
テ


を
感
じ
て
い
な
い
か
ら
だ

例
え
ば

防
衛
費
の
増
加
に
関
し
て
は
数
年
の
安
全
保
障

環
境
を
踏
ま
え

国
民
の
多
く
が
心
の
底
か
ら

納
得

そ
し
て
覚
悟
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と

思
う

一
方

イ
ン
フ
ラ
管
理
者
に
よ
る
見
え

る
化
の
努
力
は
十
分
で
な
い


　
も
う
一
つ
大
事
な
の
が
め
り
は
り
を
付
け
る

こ
と
だ

日
本
人
に
と

て
は
苦
手
と
す
る
考

え
方
で

全
国
一
律
の
高
速
料
金
設
定
な
ど
は

典
型
的
だ

本
来
な
ら
ど
ん
な
イ
ン
フ
ラ
も
需

要
な
ど
に
応
じ
て
め
り
は
り
を
付
け
た
料
金
設

定
が
原
則
に
な
る


年
の
東
京
五
輪
開
催
時

に
首
都
高
速
道
路
の
料
金
を
上
げ
た
が

皆
が

納
得
さ
え
す
れ
ば
で
き
る
一
つ
の
ケ

ス
と
い


て
い
い

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
環

と
し
て

防
災
・
減
災

国
土
強
靱
化
対
策
な

ど
も
同
様
に
優
先
順
位
を
付
け
て
重
点
化
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ


　
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事
故
翌
年
の


年
以
降

国
土
交
通
省
は
﹁
社
会
資
本
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
元
年
﹂
と
位
置
付
け
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
展
開
し
て
き
た


年
に
は
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
政
策
の
在
り
方
を
議
論
す
る
社
会
資

本
整
備
審
議
会
︵
社
整
審

国
交
相
の
諮
問
機

関
︶
の
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小
委
員

会
委
員
長
と
し
て

当
時
の
太
田
昭
宏
大
臣
に

﹁
最
後
の
警
告
｜
今
す
ぐ
本
格
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
舵
を
切
れ
﹂
と
題
し
た
提
言
を
提
出
し

た

以
降

自
治
体
も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
が

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
高
い
志
を
持

て
取
り
組
ん
で
い
る
首
長
は

全
体
で
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ
う
に
思
う


　
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
充
て
る
予
算
や

人
も
足
ら
な
い
状
況
で

適
切
に
効
率
良
く
予

防
保
全
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
に
は
﹁
地

域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
︵
群
マ

ネ
︶
の
考
え
方
を
導
入
す
べ
き
だ


　
一
つ
は
人
に
着
目
し
た
群
マ
ネ
を
勧
め
た

い

市
町
村
に
は
技
術
職
員
が
少
数
あ
る
い
は

ゼ
ロ
の
団
体
も
多
い

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
困

た
り
悩
ん
だ
り
し
た
時

相
談
で
き

る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
不
在
の
場
合
も
あ
る

そ

の
よ
う
な
状
況
で
近
隣
市
町
村
の
経
験
豊
か
な

職
員
に
相
談
し
や
す
く
な
る
よ
う

日
頃
か
ら

交
流
を
積
み
重
ね
て
お
け
ば
課
題
解
決
だ
け
で

な
く
仕
事
の
や
り
が
い
向
上
に
も
効
果
を
発
揮

す
る
だ
ろ
う


　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
自
主
的
に
進
め
よ
う

と

公
務
員
の
技
術
者
で
つ
く
る
﹁
行
政
エ
ン

ジ
ニ
ア
支
援
機
構
﹂
︵
木
下
義
昭
代
表
理
事


熊
本
県
玉
名
市
役
所
職
員

︶
も
発
足
し
て

い
る

国
へ
の
相
談
や
自
治
体
同
士
だ
け
で
な

く

民
間
企
業
の
職
員
と
も
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
も
不
可
欠
だ


　
発
注
や
契
約

受
注
の
群
マ
ネ
も
有
効
に
な

る

例
え
ば
コ
ン
セ

シ

ン
︵
公
共
施
設
等

運
営
権
︶
の
よ
う
に
複
数
の
業
務
や
工
事
を
包

括
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
も

と
取
り
入
れ

て
い
け
ば

受
注
す
る
地
域
の
建
設
会
社
や
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
も
効
率
良
く
安
定
し

て
品
質
の
高
い
成
果
が
上
げ
ら
れ
る


　
一
方

こ
れ
か
ら
の
建
設
会
社
や
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
に
は
た
だ
受
注
す
る
だ
け
で

は
な
く

イ
ン
フ
ラ
の
将
来
を
主
体
的
に
考
え

る
役
割
が
求
め
ら
れ
る

地
域
で
培

て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績

技
術
力
を
生
か
し

強
靱

化
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
改
善
提
案
な
ど
も

積
極
的
に
行
う
こ
と
で

新
た
に
﹁
地
域
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
産
業
﹂
を
創
出
で
き
る
の

で
は
な
い
か


　
イ
ン
フ
ラ
は
皆
が
暮
ら
し
を
営
み

楽
し
み

や
生
き
が
い
を
感
じ
る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素

だ

そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
医
療
や
介
護

食

料
生
産
な
ど
と
並
ぶ
エ

セ
ン
シ

ル
ワ

ク

の
一
つ

い
つ
の
時
代
も
イ
ン
フ
ラ
管
理
者
と

国
民
が
一
体
と
な

て
正
直
に
向
き
合
い
取
り

組
む
必
要
が
あ
る

産
学
官
が
協
力

連
携
し

て
国
民
の
力
を
引
き
つ
け

イ
ン
フ
ラ
サ

ビ

ス
を
コ
ン
ビ
ニ
や
携
帯
電
話
の
よ
う
に
自
分
事

と
し
て
実
感
で
き
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い




物
言
わ
ぬ
は
美
学

役
割
譲
り

さ
ら
に
奥
地
巡
る

自
転
車
で

努
力
の
た
ま
も
の

建
設
業
の

廃道をウェブで紹介　フリーライター・平沼義之さん

（１８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　７月３１日　（木曜日） 第２部

携わった人たちの夢
よみがえらせたい
携わった人たちの夢
よみがえらせたい

　建設業は全国で社会基盤の整備に力を注ぎ、生活の質向上や経済発展に貢献してきた。

だが整備した施設の中には、交通事情の変化や技術の発達で時代に合わなくなり、新たな

施設に役割を譲ったものもある。例えば道路が廃止されれば、利用者の記憶は徐々に薄れ、

長い時間を経て存在すら忘れ去られてしまうこともある。フリーライターの平沼義之さん

は、各地の廃道を訪れ情報を発信し続けている。現役とは違った道路の魅力とは。

栗子山隧道が戦前期に改修を受けた、
栗子隧道の坑口（平沼さん提供）

塩那道路（平沼さん提供）

　
平
沼
さ
ん
は
ホ

ム
ペ

ジ︵
Ｈ
Ｐ
︶﹁
山
さ
行
が
ね
が
﹂

︵https://yam
aiga.com

/index.htm
l

︶
を
２
０
０
０

年
に
立
ち
上
げ


年
以
上
に
わ
た

て
廃
道
の
探
索
リ
ポ


ト
を
ア

プ
し
続
け
て
い
る

書
籍
の
出
版
や
テ
レ
ビ
な

ど
の
メ
デ

ア
出
演

廃
道
を
テ

マ
に
し
た
漫
画
﹃
は
い

ど
う
！
﹄
の
監
修
も
こ
な
す


　
子
ど
も
の
頃
か
ら
冒
険
心
に
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
平
沼

さ
ん

小
学
校
の
途
中
ま
で
首
都
圏
で
過
ご
し

秋
田
県
に

転
居
し
た

秋
田
は
緑
が
豊
富
で
近
く
に
山
道
も
多
い

好

奇
心
旺
盛
な
平
沼
さ
ん
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
り

友

人
と
一
緒
に
山
道
を
探
索
す
る
の
が
大
好
き
だ

た
そ
う

だ


　
年
齢
を
重
ね
て
働
き
始
め
た
１
９
９
０
年
代
後
半

世
の

中
は
イ
ン
タ

ネ

ト
が
一
気
に
普
及
し

Ｈ
Ｐ
の
ブ

ム

が
訪
れ
た

平
沼
さ
ん
が
﹁
山
さ
行
が
ね
が
﹂
を
開
設
し
た

の
は

年

日
記
な
ど
雑
多
な
内
容
を
発
信
し
て
い
た
が
あ

る
日

転
機
が
訪
れ
た

き

か
け
は
職
場
で
の
出
会
い


旧
道
巡
り
の
Ｈ
Ｐ
を
運
営
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
き

﹁
古

い
道
路
を
巡

て
記
録
を
し
た
り

発
信
し
た
り
す
る
や
り

方
が
あ
る
ん
だ
﹂
と
感
心
し
た
そ
う

話
を
し
て
く
れ
た
人

は
自
動
車
で
各
地
を
回

て
い
た
が

﹁
自
転
車
の
自
分
な

ら
も

と
奥
ま
で
分
け
入
り

誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
光
景

を
ア

プ
で
き
る
﹂
と
一
気
に
や
る
気
が
出
た


　
平
沼
さ
ん
は
Ｈ
Ｐ
の
内
容
を
一
新
し

廃
止
さ
れ
た
イ
ン

フ
ラ
の
探
索
リ
ポ

ト
に
特
化
し
た

Ｓ
Ｕ
Ｖ
に
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
な
ど
を
積
み

車
中
泊
を
し
な
が
ら
各
地
を
訪
れ

る

探
索
中
は
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
︵
Ｇ
Ｐ
Ｓ
︶
で
座

標
を
確
認
し
な
が
ら
映
像
や
画
像
を
記
録
し

秋
田
に
戻


て
文
献
も
調
べ
リ
ポ

ト
を
仕
上
げ
る

現
地
リ
ポ

ト
だ

け
で
な
く
机
上
調
査
で
集
め
た
情
報
も
加
え

資
料
と
し
て

の
価
値
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
る


　
廃
道
や
廃
線

ト
ン
ネ
ル
な
ど
と
ジ

ン
ル
を
分
け
て
情

報
を
発
信
し
続
け

本
数
は
７
月
時
点
で
８
０
０
本
を
超
え

た

こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
廃
道
で
印
象
深
い
の
は

福
島
市

か
ら
山
形
県
米
沢
市
ま
で
を
結
ぶ
﹁
万
世
大
路
︵
ば
ん
せ
い

た
い
ろ
︶
﹂
だ

明
治
天
皇
も
列
席
し
て
１
８
８
１
年
に
盛

大
な
開
通
式
が
開
か
れ


年
に
は
天
皇
陛
下
が
万
世
大
路

と
名
付
け
た
そ
う


　
万
世
大
路
の
う
ち
﹁
栗
子
山
隧
道
︵
ず
い
ど
う
︶
﹂
の
延

長
は
約
８
６
４

で

当
時
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
で
国
内
最
長

だ

た

米
国
か
ら
輸
入
し
た
穿
孔
︵
せ
ん
こ
う
︶
機
を
初

め
て
使
い
施
工
す
る
な
ど

土
木
技
術
の
歴
史
に
も
重
要
な

足
跡
を
残
し
た


　
だ
が
自
動
車
の
普
及
を
は
じ
め
道
路
環
境
が
大
き
く
変
わ


て
い
く
中
で

栗
子
山
隧
道
は
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
に
役
割

を
譲
り

山
奥
で
ひ

そ
り
と
眠
り
に
つ
い
た

今
は
す


か
り
荒
れ
果
て

落
盤
で
通
り
抜
け
は
で
き
な
い


　﹁
ど
ん
な
に
重
要
な
歴
史
を
背
負

て
い
て
も
実
用
性
や

安
全
性
に
問
題
が
あ
れ
ば
使
い
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い


道
路
と
い
う
世
界
の

シ
ビ
ア
な
現
実
を
感
じ
さ
せ
る
﹂
と

平
沼
さ
ん

﹁
必
要
が
な
く
な
れ
ば
何
も
言
わ
ず
に
退
場
す

る
の
も
土
木
構
造
物
の
美
学
な
の
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
も
考

え
て
い
る


　
未
成
道
も
重
要
な
探
索
対
象
に
な
る

代
表
例
は
栃
木
県

那
須
塩
原
市
か
ら
同
那
須
町
ま
で
を
結
ぶ
﹁
塩
那
道
路
﹂


１
９
６
０
年
代
に
観
光
道
路
と
し
て
計
画
が
持
ち
上
が
り


自
衛
隊
の
手
も
借
り
な
が
ら
険
し
い
地
形
を
切
り
開
い
た


だ
が
景
気
の
後
退
な
ど
が
原
因
で
建
設
は
中
断

一
部
区
間

は
廃
道
化
工
事
が
施
さ
れ

自
然
に
戻
り
つ
つ
あ
る

平
沼

さ
ん
は
﹁
多
く
の
人
が
合
意
し
て
ス
タ

ト
し
た
公
共
事
業

が
こ
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
る
ケ

ス
は
め

た
に
な
い
﹂

と
話
す

﹁
訪
れ
て
目
に
す
る
景
色
に
ス
ト

リ

性
も
相

ま

て

旧
道
と
は
違

た
味
わ
い
が
あ
る
﹂
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
て
い
る


　
各
地
の
廃
道
を
訪
れ
て
強
く
感
じ
る
の
が
整
備
に
力
を
注

い
だ
人
々
の
存
在
だ
土
木
構
造
物
は
建
築
物
と
異
な
り
設

計
や
施
工
に
携
わ

た
個
人
名
が
ほ
と
ん
ど
世
に
出
な
い


だ
が
平
沼
さ
ん
は﹁
ど
ん
な
構
造
物
も
建
設
に
心
血
を
注
ぎ


汗
を
か
い
た
人
が
必
ず
い
る
﹂
と
力
を
込
め
る


　
廃
道
に
赴
く
と

建
設
の
功
績
を
伝
え
る
古
い
石
碑
に
出

会
う
こ
と
も
あ
る

そ
ん
な
時
は
﹁
こ
の
廃
道
も
関
わ

た

人
に
と

て
特
別
だ

た
は
ず
﹂
と
感
じ

﹁
世
間
か
ら
忘

れ
去
ら
れ
た
今
ウ

ブ
の
片
隅
に
で
も
記
憶
を
残
し
た
い
﹂

と
思
う
そ
う
だ

リ
ポ

ト
で
は
現
地
で
撮

た
写
真
や
地

図
だ
け
で
な
く

昔
の
写
真
な
ど
も
引
用
し
﹁
建
設
に
携
わ


た
人
た
ち
の
夢
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
﹂
と
心
を
砕
く


　

年
以
上
に
わ
た

て
廃
道
を
巡
り
感
じ
て
い
る
の
は

﹁
国
土
へ
の
愛
着
﹂
だ
と
い
う

平
沼
さ
ん
は
リ
ポ

ト
を

書
く
た
め
郷
土
資
料
な
ど
を
取
り
寄
せ
土
地
の
歴
史
を
深
く

調
べ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
人
生

を
懸
け
た
先
人
が
い
る

郷
土
へ
の
愛
着
や
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち

よ
り
良
く
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
歴
史
を
知
る

平

沼
さ
ん
は
調
査
や
執
筆
を
通
じ
て
﹁
各
地
へ
の
愛
着
や
敬
意

が
高
ま

た

多
く
の
地
域
が

自
分
に
と

て
第
二

第

三
の
古
里
の
よ
う
に
感
じ
る
﹂
と
目
を
細
め
る


　
探
索
に
赴
く
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
道
路
や
ト
ン
ネ
ル
を
通

る

ハ
ン
ド
ル
を
握

て
感
じ
る
の
は
﹁
技
術
レ
ベ
ル
が
非

常
に
高
く

丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
﹂
土
木
構
造
物
の
出
来

栄
え
だ

﹁
安
全
・
安
心
に
ど
こ
へ
で
も
行
け
て
１
０
０
点

満
点

建
設
業
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
い
つ
も
感
謝
し
て
い

る
﹂


　
建
設
業
の
魅
力
発
信
や
入
職
促
進
は
業
界
全
体
が
直
面
す

る
大
き
な
課
題
だ

苦
境
と
も
い
え
る
状
況
に
対
し
﹁
人
々

の
快
適
な
生
活
を
支
え
る
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
だ
と


い
つ
も
誇
り
を
持

て
い
て
ほ
し
い

そ
の
誇
ら
し
い
部
分

を

業
界
の
外
の
人
に
積
極
的
に
発
信
し
て
ほ
し
い
﹂
と
建

設
業
界
に
エ

ル
を
送
る

心
の
中
に
あ
る
の
は
﹁
微
力
だ

が
自
分
も
手
助
け
を
し
た
い
﹂
と
い
う
思
い
だ



